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令和７年第３回国分寺市教育委員会定例会議事日程 

 

令和７年３月21日開催 

 

日程第１　　開会と署名委員の指名 

 

 

日程第２　　前会議事録の承認 

 

 

日程第３　　教育長等の報告 

 

 

日程第４　　議事 

 

　　　　１　議案第６号 

　　　　　　国分寺市教育委員会管理職職員の人事異動について 

 

　　　　２　議案第７号 

　　　　　　国分寺市教育委員会会計年度任用職員の採用、勤務時間、報酬等に関
する規則の一部を改正する規則について 

 

　　　　３　議案第８号 

　　　　　　国分寺市教育委員会職員の職務名等に関する規則の一部を改正する規
則について 

 

　　　　４　議案第９号 

　　　　　　国分寺市公立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則につ
いて 

 

　　　　５　議案第 10号 

　　　　　　国分寺市立中学校給食の実施に関する規則及び国分寺市立小学校給食
の実施に関する規則の一部を改正する規則について 

 

　　　　６　議案第 11号 

　　　　　　国分寺市教育相談室設置規則の一部を改正する規則について 

 

　　　　７　議案第 12号 

　　　　　　国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則の一部を改正する規則に
ついて 

 

　　　　８　議案第 13号 

　　　　　　学校産業医の選任について 

 

　　　　９　議案第 14号 

　　　　　　国分寺市立学校学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について 
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　　　　10　議案第 15号 

　　　　　　国分寺市コミュニティ・スクール協議会委員の委嘱について 

 

　　　　11　議案第 16号 

　　　　　　国分寺市青少年委員の委嘱について 

 

　　　　12　議案第 17号 

　　　　　　第四次国分寺市子ども読書活動推進計画の策定について 

 

 

日程第５　　協議 

 

 

日程第６　　報告 

 

１　令和６年度国分寺市教育委員会児童生徒表彰式について 

　　　　　　　　　　 　　    〔教育総務課〕…資料１ 

 

２　寄附の受領について　　　　　　　　〔教育総務課・学務課〕…資料２ 

 

３　令和７年度小・中学校の教育課程について　  〔学校指導課〕…資料３ 

 

 

日程第７　　その他 

 

 

日程第８　　閉会



議案第６号 

 

 

国分寺市教育委員会管理職職員の人事異動について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

  令和７年３月21日提出 

 

 

国分寺市教育委員会 

                    教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

人事の刷新を図るため、人事異動を実施する必要がある。 



 

議案第６号は国分寺市

教育委員会会議規則第７

条に基づき、秘密会での

審議となりました。  

そのため、資料は、審議

前に配布し、審議後に回

収させていただきました。 

                     

 

教育総務課



議案第７号 

 

 

国分寺市教育委員会会計年度任用職員の採用、勤務時間、報酬 

等に関する規則の一部を改正する規則について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

  令和７年３月21日提出 

 

 

国分寺市教育委員会 

                    教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

会計年度任用職員の職名に係る規定を整備するため、必要がある。 



国分寺市教育委員会会計年度任用職員の採用、勤務時間、報酬 

等に関する規則の一部を改正する規則 

国分寺市教育委員会会計年度任用職員の採用、勤務時間、報酬等に関する

規則（令和元年教育委員会規則第１号）の一部を次のように改正する。 

別表第１困難で、専門的知識、高度な技術及び資格を要する職の項中「古

文書解読業務担当」を「古文書解読業務担当 教育総合支援担当」に改め、

同表一定の事務処理能力又は技能を必要とする職の項中「学校用務 給食調

理業務担当」を「学校用務」に改める。 

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
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議案第８号  

 

 

   国分寺市教育委員会職員の職務名等に関する規則の一部を改正 

する規則について 

 

 

上記の議案を提出する。 

 

 

  令和７年３月21日提出  

 

 

国分寺市教育委員会 

教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

 国分寺市立小学校全校の給食調理業務の委託化による給食調理業務の廃

止等により、技能労務職の職務名の規定を整備するため、必要がある。 



国分寺市教育委員会職員の職務名等に関する規則の一部を改正

する規則 

国分寺市教育委員会職員の職務名等に関する規則（昭和49年教育委員会規

則第１号）の一部を次のように改正する。 

別表第１中「自動車運転、」及び「、給食調理」を削る。 

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
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議案第９号 

 

 

国分寺市公立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する

規則について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

令和７年３月21日提出 

 

 

国分寺市教育委員会 

教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

令和７年度より給食調理を外部委託するため、必要がある。 



国分寺市公立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規

則 

国分寺市公立学校の管理運営に関する規則（昭和35年教育委員会規則第６

号）の一部を次のように改正する。 

第12条中第３号を削り、第４号を第３号とする。 

別表中「及び給食調理員」を削る。 

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
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議案第10号  

 

 

   国分寺市立中学校給食の実施に関する規則及び国分寺市立小学 

校給食の実施に関する規則の一部を改正する規則について 

 

 

上記の議案を提出する。 

 

 

  令和７年３月21日提出  

 

 

国分寺市教育委員会 

教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

 国分寺市立学校の児童・生徒の給食費無償化等により、給食費の額に係

る規定を整備するため、必要がある。 



国分寺市立中学校給食の実施に関する規則及び国分寺市立小学 

校給食の実施に関する規則の一部を改正する規則 

 （国分寺市立中学校給食の実施に関する規則の一部改正） 

第１条 国分寺市立中学校給食の実施に関する規則（平成19年教育委員会規

則第11号）の一部を次のように改正する。 

第８条第１項中「別表のとおりとする」を「教育長が別に定める」に改

め、同条第２項を削る。 

 別表を削る。 

（国分寺市立小学校給食の実施に関する規則の一部改正） 

第２条 国分寺市立小学校給食の実施に関する規則（平成21年教育委員会規

則第５号）の一部を次のように改正する。 

第７条第１項中「別表のとおりとする」を「教育長が別に定める」に改

め、同条第２項を削る。 

 別表を削る。 

附 則 

 この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
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8
円

 

小
学
３
年
生
、
小
学
４
年
生

 
2
7
2
円

 

小
学
５
年
生
、
小
学
６
年
生

 
2
8
5
円

 

教
職
員
等

 
2
8
5
円

 
 

     

   



議案第11号 

 

 

国分寺市教育相談室設置規則の一部を改正する規則について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

令和７年３月21日提出 

 

 

国分寺市教育委員会 

教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

スクールソーシャルワーカーを学校配置にするため、必要がある。 



国分寺市教育相談室設置規則の一部を改正する規則 

国分寺市教育相談室設置規則（昭和53年教育委員会規則第１号）の一部を

次のように改正する。 

第４条第１項第７号を削る。 

第５条中「第３号」を「第４号」に改める。 

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 



 

国
分
寺
市
教
育
相
談
室
設
置
規
則
（
昭
和
53
年
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
）
新
旧
対
照
表
 

現
行

 
改
正
後
（
案
）

 

（
組
織
）

 
（
組
織
）

 

第
４
条

 
相
談
室
は
、
教
育
部
学
校
指
導
課
の
所
管
と
し
て
、
次
の
職
員
を
置
く
。

 
第
４
条

 
相
談
室
は
、
教
育
部
学
校
指
導
課
の
所
管
と
し
て
、
次
の
職
員
を
置
く
。

 

(
1
)
～
(
6)
 
（
略
）

 
(
1
)
～
(
6)
 
（
略
）
 

(
7
)
 
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

 
 

２
・
３

 
（
略
）

 
２
・
３

 
（
略
）

 

（
任
期
）

 
（
任
期
）

 

第
５
条

 
前
条
の
職
員
（
同
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
の
職
員
を
除
く
。
）
の
任

期
は
、
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

第
５
条

 
前
条
の
職
員
（
同
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
の
職
員
を
除
く
。
）
の
任

期
は
、
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 



議案第12号 

 

 

国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則の一部を改正す

る規則について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

令和７年３月21日提出 

 

 

国分寺市教育委員会 

教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

小学校及び中学校において新たにコミュニティ・スクール協議会を設置

するため、必要がある。 



国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則の一部を改正する

規則 

国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則（平成25年教育委員会規則第

５号）の一部を次のように改正する。 

第３条第２項中第６号を削り、第５号を第６号とし、第４号を第５号とし、

第３号を削り、第２号を第４号とし、第１号の次に次の２号を加える。 

(2) 国分寺市立第二小学校 

(3) 国分寺市立第三小学校 

第３条第２項に次の２号を加える。 

(7) 国分寺市立第一中学校 

(8) 国分寺市立第三中学校 

第３条第３項中「国分寺市立第四小学校及び国分寺市立第四中学校」を

「次の学校」に改め、同項に次の各号を加える。 

(1) 国分寺市立第四小学校及び国分寺市立第四中学校 

(2) 国分寺市立第六小学校、国分寺市立第十小学校及び国分寺市立第五中

学校 

(3) 国分寺市立第七小学校及び国分寺市立第二中学校 

附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 



国分
寺市

コミ
ュニ

ティ
・ス

クー
ル協

議会
規則

（平
成2

5
年教

育委
員会

規則
第５

号）
新旧

対照
表

現行
改正

後（
案）

（設
置）

（設
置）

第３
条　

（略
）

第３
条　

（略
）

２　
前項

本文
の規

定に
より

、次
の学

校に
協議

会を
設置

する
。

２　
前項

本文
の規

定に
より

、次
の学

校に
協議

会を
設置

する
。

(1
) 

（略
）

(1
) 

（略
）

(2
) 

国分
寺市

立第
二小

学校
(3

) 
国分

寺市
立第

三小
学校

(2
) 

（略
）

(4
) 

（略
）

(3
) 

国分
寺市

立第
七小

学校
(4

) 
（略

）
(5

) 
（略

）
(5

) 
（略

）
(6

) 
（略

）
(6

) 
国分

寺市
立第

十小
学校

(7
) 

国分
寺市

立第
一中

学校
(8

) 
国分

寺市
立第

三中
学校

３　
第１

項た
だし

書の
規定

によ
り、

国分
寺市

立第
四小

学校
及び

国分
寺市

立第
四

中学
校に

一の
協議

会を
設置

する
。

３　
第１

項た
だし

書の
規定

によ
り、

次の
学校

 
      

      
      

      
      

 
 

 
  

  
  

に一
の協

議会
を設

置す
る。

(1
) 

国分
寺市

立第
四小

学校
及び

国分
寺市

立第
四中

学校
(2

) 
国分

寺市
立第

六小
学校

、国
分寺

市立
第十

小学
校及

び国
分寺

市立
第五

中学
校

(3
) 

国分
寺市

立第
七小

学校
及び

国分
寺市

立第
二中

学校

1



議案第13号  

 

 

   学校産業医の選任について 

 

 

上記の議案を提出する。 

 

 

  令和７年３月21日提出  

 

 

国分寺市教育委員会 

教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

 国分寺市学校教職員労働安全衛生管理規則（令和３年教委規則第６号）

の規定により、学校産業医を選任する必要がある。 



令和７年度 学校産業医 候補者名簿 

 

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

 

学校産業医候補者 

 

 

 

 

 

 

氏 名 所 属 等 備 考 

髙
たか

 木
ぎ

 智
とも

 匡
ただ

 社会福祉法人 浴光会  理事長 再 任 



議案第14号 

 

 

国分寺市立学校学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱に

ついて 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

  令和７年３月21日提出 

 

 

国分寺市教育委員会 

教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

任期満了に伴い、国分寺市立学校学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委

嘱及び職務に関する規則（平成11年教委規則第２号）第２条第１項の規定に

より、学校医、学校歯科医及び学校薬剤師を委嘱する必要がある。 



学校名 氏名 所　属　等 備考

第一小学校 大山
おおやま

　亘
わたる

くまさんこどもクリニック 再任

第二小学校 新川
あらかわ

　保明
やすあき

新川医院 再任

第三小学校 髙
たか

橋
はし

　寿
ひさほ

保 高橋内科クリニック 再任

第四小学校 町田
まちだ

　亜紀子
あきこ

たんぽぽ小児科・アレルギー科 再任

第五小学校 富士川
ふじかわ

　善
よしなお

直 マシュマロこどもクリニック 再任

第六小学校 富士川
ふじかわ

　善
よしなお

直 マシュマロこどもクリニック 再任

第七小学校 久保嶋
くぼしま

　慎二
しんじ

くぼしまこどもクリニック 再任

第八小学校 新川
あらかわ

　保明
やすあき

新川医院 再任

第九小学校 池上
いけがみ

　眞由美
まゆみ

西国分寺クリニック 再任

第十小学校 西尾
にしお

　栄助
えいすけ

にしおクリニック 再任

第一中学校 藤巻
ふじまき

　正樹
まさき

ふじまきクリニック 再任

第二中学校 野村
のむら

　敦宣
あつのぶ

のむらクリニックスクエア 再任

第三中学校 新川
あらかわ

　保明
やすあき

新川医院 再任

第四中学校 小林
こばやし

　典雄
のりお

小林内科医院 再任

第五中学校 髙
たか

木
ぎ

　智
とも

匡
ただ

国分寺病院 再任

令和７・８年度　国分寺市立学校　学校医（内科）候補者一覧

任期：令和７年４月１日～令和９年３月31日



学校名 氏名 所　属　等 備考

第一小学校 齋藤
さいとう

　壽子
ひさこ

ひとみ眼科クリニック 再任

第二小学校 佐藤
さとう

　久美子
くみこ

くみこ恋ヶ窪眼科 再任

第三小学校 曽根
そね

　隆一郎
りゅういちろう

曽根医院 再任

第四小学校 野村　圭子
のむら     　 けいこ

のむらクリニックスクエア 再任

第五小学校 平田
ひらた

　裕子
ゆうこ

平田クリニック眼科 再任

第六小学校 小川
おがわ

　智美
ともみ

おがわ眼科 再任

第七小学校 齋藤
さいとう

　壽子
ひさこ

ひとみ眼科クリニック 再任

第八小学校 平田
ひらた

　裕子
ゆうこ

平田クリニック眼科 再任

第九小学校 小川
おがわ

　智美
ともみ

おがわ眼科 再任

第十小学校 野村
のむら

　圭子
けいこ

のむらクリニックスクエア 再任

第一中学校 齋藤
さいとう

　壽子
ひさこ

ひとみ眼科クリニック 再任

第二中学校 佐藤
さとう

　久美子
くみこ

くみこ恋ヶ窪眼科 再任

第三中学校 小川
おがわ

　智美
ともみ

おがわ眼科 再任

第四中学校 曽根
そね

　隆一郎
りゅういちろう

曽根医院 再任

第五中学校 上杉
うえすぎ

　ヱリ子
えりこ

上杉眼科医院 再任

令和７・８年度　国分寺市立学校　学校医（眼科）　候補者一覧

任期：令和７年４月１日～令和９年３月31日



学校名 氏名 所　属　等 備考

第一小学校 徳山
とくやま

　豊
ゆたか

徳山耳鼻咽喉科医院 再任

第二小学校 鰐淵
わにふち

　伸子
のぶこ

わに耳鼻咽喉科クリニック 再任

第三小学校 黄田
こうだ

　正忠
まさただ

黄田医院 再任

第四小学校 中嶋
なかじま

　博史
ひろし

中嶋耳鼻咽喉科 再任

第五小学校 嘉和知
かわち

　直美
なおみ

かわち耳鼻咽喉科 再任

第六小学校 鰐淵
わにふち

　伸子
のぶこ

わに耳鼻咽喉科クリニック 再任

第七小学校 鰐淵
わにふち

　伸子
のぶこ

わに耳鼻咽喉科クリニック 再任

第八小学校 中嶋
なかじま

　博史
ひろし

中嶋耳鼻咽喉科 再任

第九小学校 嘉和知
かわち

　直美
なおみ

かわち耳鼻咽喉科 再任

第十小学校 徳山
とくやま

　豊
ゆたか

徳山耳鼻咽喉科医院 再任

第一中学校 黄田
こうだ

　正忠
まさただ

黄田医院 再任

第二中学校 桐谷
きりたに

　伸彦
のぶひこ

きりたに耳鼻咽喉科 再任

第三中学校 桐谷
きりたに

　伸彦
のぶひこ

きりたに耳鼻咽喉科 再任

第四中学校 中嶋
なかじま

　博史
ひろし

中嶋耳鼻咽喉科 再任

第五中学校 桐谷
きりたに

　伸彦
のぶひこ

きりたに耳鼻咽喉科 再任

令和７・８年度　国分寺市立学校　学校医（耳鼻科）　候補者一覧

任期：令和７年４月１日～令和９年３月31日



学校名 氏名 所　属　等 備考

第一小学校 北崎
きたざき

　祐之
ひろゆき

北崎歯科医院 新任

第二小学校 野口
のぐち

　俊也
としや

野口歯科医院 再任

第三小学校 佐藤
さとう

　英和
ひでかず

ひでかず歯科口腔外科クリニック 再任

第四小学校 素
そ

村
むら

　宣
のぶ゛

慶
よし

そむら歯科クリニック 新任

第五小学校 横山
よこやま

　雄
ゆう

士
し

横山歯科医院 新任

第六小学校 深澤
ふかざわ

　壽法
としみち

鷹の台歯科医院 再任

第七小学校 神原
こうはら

　学
まなぶ

神原矯正歯科 新任

第八小学校 日向
ひなた

　治正
はるまさ

ひなた歯科医院 再任

第九小学校 青木
あおき

　未
み

央
お

あおき歯科クリニック 再任

第十小学校 代永　一雄
よなが         かずお

よなが歯科医院 再任

第一中学校 瀧本
たきもと

　竜
りゅう

滝本歯科医院 新任

第二中学校 羽
はね

田
だ

　裕二
ゆうじ

ゆとり歯科医院 新任

第三中学校 那珂
なか

　真介
しんすけ

なか歯科医院 再任

第四中学校 小峰
こみね

　伸太郎
しんたろう

こみね歯科医院 新任

第五中学校 鹿島
かしま

　千佳
ちか

鹿島歯科医院 新任

令和７・８年度　国分寺市立学校　学校歯科医　候補者一覧

任期：令和７年４月１日～令和９年３月31日



学校名 氏名 住所 任期 備考

第一小学校 柳沼
やぎぬま

　祥子
ようこ

国分寺市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第二小学校 白杉
しらすぎ

　恵子
けいこ

小金井市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

新任

第三小学校 水船
みずふね

　大悟
だいご

豊島区
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第四小学校 笠原
かさはら

　徳子
のりこ

国分寺市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第五小学校 本多
ほんだ

　玲子
れいこ

武蔵野市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第六小学校 西尾
にしお

　良子
りょうこ

小金井市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第七小学校 佐野
さの

　裕美子
ゆみこ

国分寺市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第八小学校 高山
たかやま

　順子
じゅんこ

府中市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

新任

第九小学校 森
もり

　純子
じゅんこ

国分寺市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第十小学校 星野
ほしの

　祥恵
さちえ

世田谷区
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

新任

第一中学校 印
いん

出
で

　真紀
まき

東大和市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第二中学校 宇山
うやま

　和江
かずえ

国立市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第三中学校 小池
こいけ

　礼
れい

府中市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第四中学校 伊藤
いとう

　さゆり 国分寺市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

第五中学校 小川
おがわ

　里佳子
りかこ

小金井市
令和７年４月１日

～
令和９年３月31日

再任

　令和７・８年度　国分寺市立学校　学校薬剤師　候補者一覧　　　       



議案第15号 

 

 

国分寺市コミュニティ・スクール協議会委員の委嘱について   

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

令和７年３月21日提出 

 

 

国分寺市教育委員会 

教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則（平成25年教委規則第５号）

第４条第１項の規定により、委嘱を行う必要がある。 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第一小学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 尾川
お が わ

 日帆乃
ひ ほ の

 保 護 者 保 護 者 代 表 再 任 

２ 杉浦
すぎうら

 真子
し ん こ

 地 域 住 民 
民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 

に わ に は 代 表 
新 任 

３ 花田
は な だ

 茂
しげる

 識 見 者 明 星 大 学 特 任 教 授 再 任 

４ 原嶋
はらしま

 和子
か ず こ

 地 域 住 民 書 道 家 再 任 

５ 吉田
よ し だ

 勝彦
かつひこ

 識 見 者 
さわやかプラザもとまち

施 設 長 
新 任 

６ 渡邉
わたなべ

 泰子
や す こ

 地 域 住 民 元民生委員・児童委員 再 任 

７     

８     

 定数：８名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第二小学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 青柳
あおやぎ

 貞夫
さ だ お

 地 域 住 民 
地 域 見 守 り 活 動 

ボ ラ ン テ ィ ア 
新 任 

２ 秋吉
あきよし

 恒子
つ ね こ

 識 見 者 ひ か り 保 育 園 長 新 任 

３ 高柳
たかやなぎ

 修一
しゅういち

 地 域 住 民 二 小 卒 業 生 新 任 

４ 萩原
はぎわら

 修
しゅう

 保 護 者 保 護 者 代 表 新 任 

５     

６     

７     

８     

 定数：８名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第三小学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 金子
か ね こ

 美香
み か

 地 域 住 民 元 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 新 任 

２ 小林
こばやし

 謙
けん

介
すけ

 保 護 者 

保 護 者 代 表 

令和７年度さくらキャン

プ 実 行 委 員 長 

新 任 

３ 小宮
こ み や

 里
り

江
え

 保 護 者 

保 護 者 代 表 

放課後子どもプラン実行

委 員 会 委 員 長 

新 任 

４ 坂下
さかした

 亜矢子
あ や こ

 保 護 者 
保 護 者 代 表 

おはなしタンバリン担当 
新 任 

５ 種田
た ね だ

 陽
よう

哉
さい

 地 域 住 民 元 P T A 会 長 新 任 

６ 蓮見
は す み

 麗子
れ い こ

 地 域 住 民 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 新 任 

７ 林
はやし

 博
ひろ

行
ゆき

 識 見 者 
法務省東京保護観察所 

保 護 司 
新 任 

８ 藤田
ふ じ た

 沙織
さ お り

 保 護 者 保 護 者 代 表 新 任 

 定数：８名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第五小学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 石川
いしかわ

 真澄
ま す み

 地 域 住 民 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 再 任 

２ 岡田
お か だ

 光弘
みつひろ

 地 域 住 民 
元 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 

元学校支援コーディネーター 
新 任 

３ 鹿島
か し ま

 義之
よしゆき

 地 域 住 民 日 吉 町 町 内 会 会 長 再 任 

４ 田和
た わ

 洋太
よ う た

 保 護 者 主任民生委員・児童委員 再 任 

５ 森田
も り た

 忠男
た だ お

 地 域 住 民 北多摩東地区元保護司 再 任 

６ 横溝
よこみぞ

 大樹
だ い き

 保 護 者 保 護 者 代 表 新 任 

７ 龍神
りゅうじん

 瑞穂
み ず ほ

 地 域 住 民 
内 藤 ・ 日 吉 地 域 

連 合 防 災 会 会 長 
再 任 

８     

 定数：８名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第八小学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 飯田
い い だ

 さとみ 地 域 住 民 地 域 住 民 再 任 

２ 小寺
お で ら

 秀俊
ひでとし

 地 域 住 民 高 木 町 自 治 会 役 員 再 任 

３ 寺本
てらもと

 桂一
けいいち

 地 域 住 民 西 町 中 藤 町 会 副 会 長 再 任 

４ 中沢
なかざわ

 恵
めぐみ

 保 護 者 保 護 者 代 表 新 任 

５ 樋口
ひ ぐ ち

 利彦
としひこ

 識 見 者 東 京 学 芸 大 学 元 教 授 再 任 

６ 村原
むらはら

 町子
ま ち こ

 識 見 者 
民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 

人 権 擁 護 委 員 
再 任 

７ 吉岡
よしおか

 名保
な ほ

恵
え

 地 域 住 民 西町弁天町内会副会長 再 任 

８     

 定数：８名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第九小学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 下 条
しもじょう

 匠
たくみ

 保 護 者 保 護 者 代 表 新 任 

２ 白岩
しらいわ

 成
なる

志
し

 地 域 住 民 元 保 護 者 再 任 

３ 鈴木
す ず き

 まき子
こ

 識 見 者 元 小 学 校 教 諭 再 任 

４ 宮田
み や た

 萬
ま

利子
り こ

 地 域 住 民 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 新 任 

５ 村川
むらかわ

 ゆか 保 護 者 元 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 再 任 

６ 渡邉
わたなべ

 昇
の

苗
りえ

 地 域 住 民 元 保 護 者 再 任 

７     

 
 

   

 定数：８名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第一中学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 秋本
あきもと

 明香
あ す か

 地 域 住 民 
国分寺市民防災推進委員

会 事 務 局 長 
新 任 

２ 窪
くぼ

 直子
な お こ

 保 護 者 保 護 者 代 表 新 任 

３ 沢邉
さ わ べ

  崇
たかし

 地 域 住 民 前 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 新 任 

４ 重松
しげまつ

 靖
やすし

 識 見 者 元 中 学 校 長 新 任 

５ 辻
つじ

 誠
せい

治
じ

 地 域 住 民 元 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 新 任 

６ 林
はやし

 博
ひろ

行
ゆき

 地 域 住 民 保 護 司 新 任 

７ 宮田
み や た

 萬
ま

利子
り こ

 地 域 住 民 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 新 任 

８     

 定数：８名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第三中学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 川上
かわかみ

 薫子
かおるこ

 地 域 住 民 西地区青少年地区委員会 新 任 

２ 佐野
さ の

 充
みちる

 地 域 住 民 
元 中 学 校 教 員 

高 木 町 自 治 会 
新 任 

３ 竹内
たけうち

 薫
かおる

 地 域 住 民 三 中 お や じ の 会 新 任 

４ 原田
は ら だ

 浩
ひろし

 保 護 者 保 護 者 代 表 新 任 

５ 村原
むらはら

 町子
ま ち こ

 識 見 者 
民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 

人 権 擁 護 委 員 
新 任 

６ 三島
み し ま

 麻美
あ さ み

 地 域 住 民 くにきたアートウォール主催者 新 任 

７ 山上
やまがみ

 真
しん

哉
や

 識 見 者 元 中 学 校 長 新 任 

８     

 定数：８名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第四小学校・国分寺市立第四中学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 安司
あ ん じ

 志子
ゆ き こ

 保 護 者 保 護 者 代 表 再 任 

２ 小野
お の

 綾子
りょうこ

 地 域 住 民 
地 域 住 民 

卒 業 生 
再 任 

３ 木下
きのした

 るみ子
こ

 識 見 者 社会福祉法人 Ann Bee 代表 再 任 

４ 坂本
さかもと

 文子
あ や こ

 地 域 住 民 地 域 住 民 再 任 

５ 佐々木
さ さ き

 義
よし

身
み

 識 見 者 元 中 学 校 長 再 任 

６ 竹居
た け い

 はるか 地 域 住 民 地 域 住 民 再 任 

７ 鷹野
た か の

 邦人
く に と

 識 見 者 元 大 学 教 授 再 任 

８ 丹下
た ん げ

 美幸
み ゆ き

 地 域 住 民 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 再 任 

９ 戸
と

ノ下
の し た

 達也
た つ や

 識 見 者 大 学 講 師 再 任 

10 星島
ほしじま

 寛樹
ひ ろ き

 保 護 者 保 護 者 代 表 再 任 

11 星野
ほ し の

 信夫
の ぶ お

 地 域 住 民 前 市 長 再 任 

12 矢萩
や は ぎ

 光也
み つ や

 地 域 住 民 泉 町 三 丁 目 防 災 会 員 新 任 

13 和田
わ だ

 友佳里
ゆ か り

 保 護 者 保 護 者 代 表 再 任 

14     

15     

16     

 定数：16名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第六小学校・国分寺市立第十小学校・国分寺市立第五中学校） 

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 青木
あ お き

 智子
と も こ

 保 護 者 
国分寺カレッジ３期生 

めぐるまち国分寺スタッフ 
新 任 

２ 朝岡
あさおか

 幸彦
ゆきひこ

 識 見 者 白 梅 大 学 特 任 教 授 新 任 

３ 阿部
あ べ

 奈
な

智
ち

 地 域 住 民 
学 校 ｷ ｬ ﾝ ﾌ ﾟ ｻ ﾎ ﾟ ｰ ﾀ ｰ 

学 年 委 員 
新 任 

４ 岩倉
いわくら

 友
とも

明
あき

 地 域 住 民 保 護 者 代 表 新 任 

５ 岩澤
いわさわ

 美代子
み よ こ

 地 域 住 民 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 再 任 

６ 小山内
お さ な い

 教
のり

弘
ひろ

 保 護 者 
遊 び の 学 校 事 務 局 

学習支援ボランティア 
新 任 

７ 斉藤
さいとう

 順法
じゅんぽう

 地 域 住 民 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 新 任 

８ 四宮
しのみや

 義幸
よしゆき

 地 域 住 民 

学校キャンプサポーター 

前かたぐるまの会会長 

前公民館運営審議会委員 

新 任 

９ 杉田
す ぎ た

 直木
な お き

 地 域 住 民 
こくぶんじ観光まちづく

り 協 会  理 事 
再 任 

10 田村
た む ら

 初江
は つ え

 地 域 住 民 青少年育成北地区委員会 新 任 

11 西川
にしかわ

 葵
あおい

 地 域 住 民 元 学 年 委 員 長 新 任 

12 沼崎
ぬまさき

 邦
くに

治
はる

 地 域 住 民 戸 倉 自 治 会 総 務 部 長 再 任 

13 野中
の な か

 明彦
あきひこ

 地 域 住 民 農 園 経 営 者 新 任 

14 浜野
は ま の

 浩一
こういち

 地 域 住 民 戸 倉 自 治 会 防 災 会 新 任 

15 平田
ひ ら た

 由紀
ゆ き

 地 域 住 民 十小ボランティア代表 再 任 



16 光門
みつかど

 富士
ふ じ

実
み

 地 域 住 民 
青少年育成北地区委員会

会 長 
再 任 

17 宮崎
みやざき

 倉
そう

太郎
た ろ う

 識 見 者 元 小 学 校 長 再 任 

18 山口
やまぐち

 久
ひさ

恵
え

 地 域 住 民 
青少年育成北地区委員会

副 会 長 
新 任 

19 吉岡
よしおか

 金時
きんとき

 保 護 者 保 護 者 代 表 再 任 

20     

21     

22     

 定数：22名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 

※委員 No.５、9、12、15、16、17、19 は第十小学校コミュニティ・スクール協議会からの再任 



令和７年度 コミュニティ・スクール協議会委員候補者名簿 

（国分寺市立第七小学校・国分寺市立第二中学校）   

任期：令和７年４月１日～令和８年３月 31日 

No 氏 名 推 薦 枠 所 属 等 備 考 

１ 天野
あ ま の

 徹
とおる

 識 見 者 
徳山工業高等専門学校名誉教授 

民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 
再 任 

２ 大澤
おおさわ

 早
さ

智子
ち こ

 地 域 住 民 元民生委員・児童委員 再 任 

３ 近藤
こんどう

 千沙
ち さ

都
と

 保 護 者 保 護 者 代 表 再 任 

４ 東海林
し ょ う じ

 美香
み か

 識 見 者 ほ ん だ 保 育 園 長 再 任 

５ 白木
し ら き

 毅生
た け お

 地 域 住 民 民 間 企 業 代 表 取 締 役 新 任 

６ 鈴木
す ず き

 和宏
かずひろ

 地 域 住 民 国分寺市商工会青年部員 新 任 

７ 永山
ながやま

 律子
り つ こ

 地 域 住 民 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 新 任 

８ 花田
は な だ

 茂
しげる

 識 見 者 明 星 大 学 特 任 教 授 新 任 

９ 松田
ま つ だ

 和広
かずひろ

 地 域 住 民 地 域 ス ポ ー ツ 団 体 再 任 

10 米山
よねやま

 博司
ひ ろ し

 識 見 者 国際文化理容美容専門学校教頭 新 任 

11     

12     

13     

14     

15     

16     

 定数：16名以内（国分寺市コミュニティ・スクール協議会規則） 

※委員 NO.１～４及び９は第七小学校コミュニティ・スクール協議会からの再任 



議案第16号  

 

 

   国分寺市青少年委員の委嘱について 

 

 

上記の議案を提出する。 

 

 

  令和７年３月21日提出  

 

 

国分寺市教育委員会 

教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

 国分寺市青少年委員の設置に関する条例（昭和40年条例第18号）第３条

の規定により、委員を委嘱する必要がある。 



№ 氏　名 住　所

1 鈴木　洋光
すずき        　ひろみつ

国分寺市

2 磯村　友樹
いそむら          　ともき

国分寺市

3 児島　未央
こじま　　　　　　みお

国分寺市

定数：15人以内（国分寺市青少年委員の設置に関する条例）

任期：令和７年４月1日～令和８年４月30日

わんぱく学校、青少年地域リーダー講習会　ボラン
ティア・指導
わんぱく学校卒業生

国分寺市青少年委員候補者名簿

所　属　等

国分寺市青少年育成中央地区委員

わんぱく学校、青少年地域リーダー講習会　ボラン
ティア・指導
わんぱく学校卒業生



議案第17号 

 

 

第四次国分寺市子ども読書活動推進計画の策定について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

  令和７年３月21日提出 

 

 

国分寺市教育委員会 

                   教育長 古 屋 真 宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年法律第154号）第９条

第２項の規定により、教育委員会で決定する必要がある。 
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■第四次国分寺市子ども読書活動推進計画の策定に係るパブリック・コメントの 

意見について 

 

〇パブリック・コメントに対する意見について    

意見の募集期間：令和６年 11 月 21 日（木）から令和６年 12 月 20 日（金）まで  

意見をお寄せいただいた方の数：10 人（個人 10・団体０） 

お寄せいただいた意見の数：51 件    

 

「反映状況」について 

有：計画に反映する意見…１件 

無：計画に反映しない意見…37 件 

済：計画案に記載済みの意見…13 件 

 

No. 
本編 

ページ 
項目 いただいた意見の概要 市の考え方 

反映 

状況 

 第２章 これまでの取組（第三次計画の重点取組） 

１ P３ 
２ 小学生を対象とし

た取組 

小学校で主に行われてい

る取組事例を「３ 中高

生・ＹＡ世代を対象とし

た取組」に記載してはど

うか。 

小学生を対象とした取

組は、主に P３に記載い

たします。 

無 

２ P４ 
３ 中高生・ＹＡ世代

を対象とした取組 

ＹＡ向け図書の充実につ

いて、数値が示されてい

ない。 

ご意見については今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 

３ P６ 

５ 関係機関・団 

体との連携に関す 

る取組 

文庫おはなしグループリ

スト(紙)は、どこへ向け

て配布されているか。 

文庫おはなしグループ

のリストは、「読み聞か

せ講習会」で配布して

います。 

無 
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４ P６ 

５ 関係機関・団 

体との連携に関す 

る取組 

「関係機関への広報」の

関係機関とは、どのよう

な機関を指すのか。 

学校及び児童館・学童

保育所・親子ひろばで

す。 

無 

５ P６ 

６ 図書館事業の 

広報・子ども読書 

活動普及の促進に 

関する取組 

図書館の広報活動の実績

について具体的に知りた

い。 

チラシの配架先は主に

学校、児童館、学童保

育所、親子ひろば等で

す。 

有 

 第３章 アンケート及びヒアリングの概要 

６ P９ 
調査対象を小・中 各２校に絞った理由を明記し

てほしい。 

学校の位置、児童・生

徒数、特別支援学級の

設置状況及び最寄りの

図書館からの距離など

を考慮し第三次計画と

同様に小・中各２校に

絞りました。 

無 

７ P９ １ アンケート概要 

不読のアンケートは、小

学校中学年２校のアンケ

ートでは少ないのではな

いか。 

市のアンケートについ

てはサンプル数 3,000

人で実施しており、本

計画についても同様と

しました。小・中各２

校でも、一定の傾向は

把握できると考えてい

ます。第三次計画でも

２校実施としていま

す。ご意見については

今後の参考とさせてい

ただきます。 

無 

８ P９ １ アンケート概要 

アンケートに本をどのよ

うに・誰と選ぶのかの設

問を入れて欲しい。 

ご意見については今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 
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９ P15 

２ ヒアリング概要 

④ 配慮を必要とする

子どもたちの読書環境

について 

「りんごの棚」の資料に

ついて、絵本以外に学齢

期、ＹＡ期の資料も充実

させてほしい。子ども向

け読み物の大活字本、バ

リアフリーや障害につい

ての本など、幅広く取り

揃えてほしい。 

P30 の「（１）誰もが使

いやすい図書館環境の

整備」で取り組んでい

きます。 

済 

10 P15 

２ ヒアリング概要 

④ 配慮を必要とする

子どもたちの読書環境

について 

絵本コーナーに立ち入り

にくい子どものために、

「りんご」以外の名称の

棚を設置してほしい。 

ご意見については今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 

 第４章 計画の基本構想 

11 P20 
３ 計画の目指す姿と

計画目標 

計画目標の「主体的な読

書活動」に学校教育の中

でもしっかりと取り組む

ことを明記するとよい。 

明記についてはご意見

として受け止めさせて

いただき、P19「２.子

どもの読書を支える環

境」の中で、学校と連

携しながら取り組んで

いきます。 

無 

12 P20 

３ 計画の目指す姿と

計画目標 

目標２ いつも身近に

本がある環境 

本を提供するだけではな

く、周辺の大人によるブ

ックトークや読み聞かせ

の重要性を図書館から学

校に働きかけてほしい。 

P25「（２）学校におけ

る読書環境づくりの主

な取組（継続的な読書

環境の支援）・学校での

図書館利用ガイダンス

を実施など」を通じて

学校図書館へ伝えてい

きます。 

済 

13 P20 

３ 計画の目指す姿と

計画目標  

目指す姿 

（「目指す姿」の文言の)

本との「出会い」という

漢字は、正しくは本との

「出合い」ではないか。 

物と物、もしくは人と

物とがあうことを指す

「出合う」となります

が、 人と人があうこと

を指す「出会う」の意

味を込めて第四次計画

では使用しています。 

無 
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 第５章 取組の方向性 

14 P22 

目標１ 読書習慣の定

着(乳幼児～小学校低

学年) 

（１） 乳幼児とその 

保護者に向けた働き

かけ 

選りすぐりの５冊ぐらい

の本の中から、お母さん

にわが子への１冊を選ん

でもらって、プレゼント

するブックスタートを実

施してほしい。 

ブックスタートのご提

案については、関係課

と検討し、絵本を知っ

ていただく機会とし

て、幼い子のいる親子

向けには、子育て相談

室の「ファーストバー

スデーサポート」事業

にて絵本リストを配布

しています。更に

（P23）母子手帳発行時

に絵本リストを提供し

ていきます。 

無 

15 P22 

目標１ 読書習慣の定

着(乳幼児～小学校低

学年) 

（１） 乳幼児とその 

保護者に向けた働き

かけ 

団体貸し出しの利用拡充

について、平日に加えて

土日も対応してほしい。

また、個人利用者と同様

にカード利用もできる仕

組みにしてほしい。 

保育園・幼稚園の団体

貸出については、土日

の対応を行っておりま

せん。土日の対応につ

いては、カード利用も

含め、ご意見として今

後の参考とさせていた

だきます。 

無 

16 P22 

目標１ 読書習慣の定

着(乳幼児～小学校低

学年) 

（１） 乳幼児とその 

保護者に向けた働き

かけ 

出前授業の目標指数を載

せてほしい。 

各取組の方向性に見合

った目標指標を設定し

ています。 

無 

17 P23 

目標１ 読書習慣の定

着(乳幼児～小学校低

学年) 

（２） 低学年の子ど 

もとその保護者に向

けた働きかけ 

お勧め本のリスト設置数

を増やすことが、どの程

度読書啓発につながるの

か。 

P32「必要な人に届く情

報の発信」の取組と同

様に必要な情報を必要

な人に届けることは読

書啓発につながると考

えています。 

無 
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18 P23 

目標１ 読書習慣の定

着(乳幼児～小学校低

学年) 

（３）妊婦とその家族

に向けた働きかけ 

絵本リスト等の配布のみ

ではなく、乳幼児検診時

に読み聞かせをして選ぶ

本のポイントを伝えるな

どの出前事業を行い、保

護者への積極的な働きか

けを行うべき。 

妊婦とその家族に向け

た働きかけ（P23）の取

組を踏まえて検討して

いきます。 

無 

19 P23 

目標１ 読書習慣の定

着(乳幼児～小学校低

学年) 

（３）妊婦とその家族

に向けた働きかけ 

ブックスタート事業を実

施してほしい。ブックス

タートとしておススメ本

をランダムにプレゼント

する事業に取り組んでほ

しい。 

№14 でお示ししたとお

りです。 
無 

20 P24 

目標２ いつも身近に

本がある環境 

（１） 家庭における読 

書環境づくり 

未就学児については、親

が記録を書くのではなく

読書通帳のように子ども

が自分でアクションを起

こして印刷でき、達成感

が得られるような取り組

みにしてほしい。 

子ども読書手帳（P24）

については、子どもた

ちの読みたい・書きた

い気持ちを促す工夫を

検討します。 

無 

21 P24 

目標２ いつも身近に

本がある環境 

（１） 家庭における読 

書環境づくり 

子ども読書手帳に、公共

図書館の貸出しの読書記

録を活かしてほしい。 

まずは、子どもたち自

らが書くことで達成感

が得られるようなもの

を工夫していきます。

読書記録の活用につい

てはご意見として今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 

22 P24 

目標２ いつも身近に

本がある環境 

（１） 家庭における読 

書環境づくり 

読書手帳について、感想

を書くノートのようなも

のでは勉強臭が強く、楽

しめない。子どもに意見

を聞いて楽しく本が読め

る工夫をしてほしい。 

子どもたちの意見を聞

き、子どもたちの読み

たい・書きたい気持ち

を促す工夫を検討しま

す。 

無 
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23 P25 

目標２ いつも身近に

本がある環境 

（２） 学校における読 

書環境づくり 

学校への配本も含め、学

級文庫の運用を検討して

ほしい。 

P25「（２）学校におけ

る読書環境づくり」の

主な取組（小中学校学

級文庫の充実）で取り

組んでいきます。 

済 

24 P25 

目標２ いつも身近に

本がある環境 

（２） 学校における読 

書環境づくり 

司書教諭、学校司書の取

組について計画に明記す

べき。 

ご意見については今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 

25 P25 

目標２ いつも身近に

本がある環境 

（２）学校における読

書環境づくり 

市立図書館職員の出前事

業等で、図書館のカード

の作り方やインターネッ

トによる取り寄せ方法を

教えるなど学校と連携し

図書館の利用を促すよう

な工夫をしてほしい。 

P25「 （２）学校におけ

る読書環境づくり」の

主な取組（継続的な読

書習慣への支援）にて

取り組んでいきます。 

済 

26 P25 

目標２ いつも身近に

本がある環境 

（３） 学校における読 

書環境づくり 

計画の中での学校での取

組の扱いが薄すぎる。 

学校と連携しながら取

り組んでいきます。 
無 

27 P26 

目標３ 主体的な読書

活動（小学校中学年か

ら高校生） 

高学年から中学生は習い

事や塾で平日公共図書館

に足を運ぶ時間がないた

め学校図書館で本を手に

取る機会が増えるよう公

共図書館・学校図書館に

おける、中学・高校生対

象の蔵書数の増加を計画

の目標に入れてほしい。 

ご意見については今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 

28 P26 

目標３ 主体的な読書

活動（小学校中学年か

ら高校生） 

公共図書館の読書カード

をつくり、ネットから予

約して本が借りられるこ

との周知を図り、学校の

図書館教育において公共

図書館の利用促進を図っ

てほしい。 

No25 でお示ししたとお

りです。 
済 
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29 P26 

目標３ 主体的な読書

活動（小学校中学年か

ら高校生） 

小学校高学年から中高生

の子どもたちの、市立図

書館の利用カードの登録

率を載せてほしい。 

ご意見については今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 

30 P27 

目標３ 主体的な読書

活動 

（３） 子ども同士の読 

書を通じた交流の場の

設定 

図書館での中高生、大学

生向けの本の読み合いや

課題図書について語り合

うイベントや限られた人

間関係になりがちな思春

期の子どもたちの交流の

幅を広げる異世代交流事

業などを希望する。 

P26「主体的な読書活動

（小学校中学年から高

校生）」の主な取組であ

る（１）子ども参加型

の事業展開、（３）子ど

も同士の読書を通じた

交流の場の設定の事業

で取り組みます。 

済 

31 P30 

目標５ 配慮を必要と

する子どもたちが楽し

める読書環境 

(1)だれもが使いやす

い図書館環境の整備 

布絵本の充実を含め「リ

ンゴの棚」を充実してほ

しい。 

P29「配慮を必要とする

子どもたちが楽しめる

読書環境」における主

な取組（P30）（１）だ

れもが使いやすい図書

館環境の整備にて充実

していきます。 

済 

32 P31 
目標６ 必要な人に届

く情報の発信 

小学校高学年～中学生

の、公共図書館利用率を

上げるための施策を入れ

てほしい。 

No.25 でお示ししたとお

りです。 
済 

33 P31 
目標６ 必要な人に届

く情報の発信 

高学年～中高生に、パス

ワードを利用した予約シ

ステム等の周知・啓発を

行ってほしい。 

No.25 でお示しした通り

です。 
済 

34 P32 

目標６ 必要な人に届

く情報の発信 

（１）効果的な情報発

信  

おすすめ本掲載のリスト

やリーフレット等の配布

場所を増やすだけではな

く、司書や担任もしくは

公共図書館員による子ど

もたちへの積極的な働き

かけが必要。 

No.25 でお示しした通り

です。 
済 
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35 P32 

目標６ 必要な人に届

く情報の発信 

（１）効果的な情報発

信  

図書館情報の配架場所の

増加を目標値に設定する

ならば、増加が図書館や

図書の利用率の上昇につ

ながっているのか、具体

的に調査して数値で示す

べき。 

計画を進めて行く中で

成果を確認していきま

す。 

無 

No. いただいた意見の概要 市の考え方 
反映 

状況 

計画全体に関するもの 

36 

公共図書館のＹＡコーナーの蔵書が古すぎる。アニメの原

作になった話題のライトノベルや漫画のノベライズなど子

ども達がまず読みたいと思うような蔵書を学校図書館と連

携して選書してほしい。 

ＹＡのコーナーの環境

整備や選書について充

実していきます。 

無 

37 
図書館ホームページの新刊本の検索システムを改善して、

ＹＡコーナーの利用を促進してほしい。 

今後、検索システムの

改善を検討し、利用促

進につなげ、P32「対象

者別の広報」の取組を

通じて対応していきま

す。 

済 

38 

公共図書館中心の子ども読書活動推進計画ではなく、学校

図書館との２つの軸を持った子ども読書活動推進計画であ

ることが重要であると考えます。 

ご意見については今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 

39 
第３次計画と同様に、計画の取り組みと成果を数値的に振

り返り、今後の方向性を示してほしい。 

第四次計画は、第三次

計画の取組み成果や、

アンケート、ヒアリン

グを基に、今後重点的

に取り組む方向性を示

しています。 

無 

40 

計画の内容が、ほぼ図書館課の取組に終始している。 

学校指導課の内容が全く掲載されていないので、入れるべ

きである。14 ページ①②のヒアリング調査をもとに今後

５年間に市全体の取組として学校で何を行うかは計画の中

にいれるべきである。 

ご意見については今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 
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41 
計画から図書館課の取り組みしか見えない。市全体として

どのように目標を達成するかを示してほしい。 

市全体の子どもの計画

として、目指す姿を具

現化するために必要な

主な取組を、必要に応

じて関係課と連携して

行うことを掲げていま

す。 

無 

その他 

42 
図書館を利用していない人たちの読書を促すための具体的

施策を示してほしい。 

P32「必要な人に届く情

報の発信」の取組を踏

まえて実施していきま

す。 

済 

43 
小学校で、市として読書感想文コンクールに応募している

か教えてほしい。 

学校ごとに応募してい

ます。 
無 

44 
専門知識を要する専門職としての司書の待遇を改善してほ

しい。 

ご意見として承りま

す。 
無 

45 

市内の小中学校には１校１名専任の学校司書が配置されて

います。学校司書の資質向上も含め、これからの具体的な

方策を示してほしい。 

ご意見として承りま

す。 
無 

46 
小学校高学年に理解できるような、子ども版の概要版を作

成するべき。 

次期計画の参考にさせ

ていただきます。 
無 

47 

どんなアンケートやヒアリングをしたのか、それについて

保育園や司書の先生方がどのようなご意見を寄せて下さっ

たのかがほとんど分からない。ヒアリング結果、アンケー

ト結果は、資料編にすべて掲載していただきたい。 

アンケート・ヒアリン

グ資料に関しては、

個々の回答や意見も取

りまとめた中で概要版

としてお示ししており

ます。ご意見について

は今後の参考とさせて

いただきます。 

無 

48 

学校での読書活動について次回計画立案の際は学校指導課

等学校関係者も参加して策定してほしい。 

本計画案の作成におい

て、学校関係者が委員

になり協議に参加して

います。 

無 

49 

子ども向けの地域資料でこくベジ関連の資料が少ない。 ご意見については今後

の参考とさせていただ

きます。 

無 
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50 

小学校では家読を実践している学校が数校あります。「家

読」への支援をしてほしい。 

P24「家庭における読書

環境づくり」の主な取

組の「子ども読書手

帳」の配布が「家読」

の支援につながると考

えています。 

済 

51 

目標値に市立図書館における子どもの延べ利用者数、年間

貸し出し冊数などを設定して、分かりやすい数値目標をた

てるべき。 

各取組の方向性に見合

った目標指標を設定し

ています。 

無 
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はじめに 

 

国分寺市教育委員会は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、平成 20

年に「国分寺市子ども読書活動推進計画」を策定し、平成 31 年策定の第三次計画では

「読書を通じた子どもの情緒や感情の育成」、「子どもの成長に合わせた語彙力・読書力

の向上」、「読書による自己解決能力の向上」を目指し、様々な施策を推進してまいりま

した。 

 第三次計画期間中には、スマートフォンの普及をはじめとする情報通信技術の発達、

感染症の拡大とそれに伴う新たな生活様式の普及など、子どもたちを取り巻く環境に大

きな変化がありました。また、令和元年には読書バリアフリー法が制定され、すべての

子どもたちが読書に親しむことができるよう、これまで以上に環境の整備が求められて

います。 

 この間、国では「第五次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」、東京都で

は「第四次東京都子供読書活動推進計画」を策定し、不読率の低減や多様な子どもたち

の読書機会の確保、デジタル社会に対応した読書環境の整備、乳幼児期からの読書習慣

の形成等を基本方針に掲げており、また、国においては子どもの読書活動の推進にあた

って、社会全体で取り組む必要があるとしています。 

 本計画では、国や東京都の動向と、第三次計画の成果と課題、アンケートやヒアリン

グなどによって明らかになった読書活動の状況を踏まえ、子どもの読書活動を推進して

いくために「本と出会い 自ら学び 人とつながり 未来を拓く 国分寺の子どもたち」

を目指す姿とし、６つの重点目標を掲げ施策を設定しています。 

 目指す姿の実現のために最も大切な乳幼児期からの読書習慣の定着及び、子どもたち

がいつでも本を手に取ることのできる環境の整備に重点を置き、そこから子どもたちの

主体的な読書活動に繋げていくことを目標の根幹としました。また、読書活動の主体は

子どもたちであり、その活動を支えるために、家庭や地域、図書館、学校等が連携して

支援し合い、社会全体で取り組む必要性の視点も盛り込んでいます。 

今回初めて成果指標を設定し、客観的に重点目標の達成度を確認する工夫なども取り

入れ、今後の５年間で、図書館、家庭、地域、関係諸機関をはじめ、市民の皆様と連携

しながら各施策を推進し、子ども読書活動の目指す姿の実現を図ってまいります。 

最後に「第四次国分寺市子ども読書活動推進計画」策定にあたり、ご理解とご協力を

賜りました皆様に心から感謝を申し上げるとともに、引き続き本市の子ども読書活動へ

のご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

                    令和７年３月  国分寺市教育委員会 
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第１章 計画策定にあたって 

 

１．計画策定の背景・目的 

   子どもにとって読書活動は、生きていくために必要な読解力、想像力、思考力、表

現力、共感力を育み、心を豊かにし、自己を形成する上での大切な根幹です。 

すべての子どもが自ら進んで読書活動に親しみ、豊かな心や未来を拓く力を身につ

けることができるよう、家庭、学校、地域等と図書館が連携・協力して読書活動の促

進・支援にあたることが求められています。特に近年は、子育てに関連する活動のす

そ野が広がり、連携・協力の輪が広がっています。 

   市では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成 13年法律第 154 号）に基づ

き、平成 20年 11 月に策定した「国分寺市子ども読書活動推進計画」《平成 20年度～

平成 24年度》、平成 25年３月の「第二次国分寺市子ども読書活動推進計画」《平成 25

年度～平成 29年度》を経て、平成 31年４月に「第三次国分寺市子ども読書活動推進

計画」《平成 31年度～平成 36年度》を策定しました。これらの計画をもとにして、関

係機関とともに子どもの読書活動推進に関する取組を展開し、読書環境づくりに努め

てきました。 

第三次計画期間中、子どもの読書活動に影響を与える大きな出来事が２点ありまし

た。 

１点目は、新型コロナウイルス感染症拡大により社会生活や学校生活において行動

が大幅に制限されたことです。これを契機に様々な分野でデジタル化が進み、国分寺

市立図書館でも令和４年度に電子図書館サービスを開始しました。 

２点目は、令和元年６月の、読書バリアフリー法＊［「視覚障害者等の読書環境の整

備の推進に関する法律」（令和元年法律第 49 号）］の制定です。これにより、読書や図

書館利用に配慮を必要とする子どもたちの読書活動のための環境整備について、積極

的な取組が求められています。 

   今回、第三次の計画期間が終了することに伴い、これまでの成果と課題等を踏まえ、

「第四次国分寺市子ども読書活動推進計画」《令和７年度～令和 11年度》を策定しま

した。 

   この計画では、国分寺市のすべての子どもたちが読書の楽しさや大切さを知り、自

主的に読書活動を行うことにより、よりよく生きていくための力を育てることを目的

とし、読書活動を推進していきます。基本的な事業を踏まえた上で、読書習慣の定着

や子ども同士の本のすすめ合いなど、重点的に取り組む施策に焦点を絞った内容とし

実効性のある計画としました。 
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２．本計画の位置づけ 

   本計画は、平成 13 年に施行された「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条

第２項に基づき国が策定した「第五次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」

及び東京都が策定した「第四次東京都子供読書活動推進計画」を踏まえ策定しました。 

 

〇国の計画の基本的方針 

 

 

 

 

 

〇東京都の計画の目指すもの 

 

 

 

 

 

 

３．計画の期間・対象 

   期間：令和７年度から令和 11年度までの５年間 

対象：子ども(おおむね 18歳以下の者)及び子どもの読書活動に関わる関係者 

  

４．計画の策定体制 

本計画の策定に当たっては、国分寺市図書館運営協議会＊委員（市民公募委員）、学

識経験者、学校関係者及び子ども読書に関わる行政機関の職員等で構成された「第四

次国分寺市子ども読書活動推進計画策定検討委員会」において検討を重ねました。 

 

第２章 これまでの取組（第三次計画の重点取組） 

 

１．乳幼児を対象とした取組                        

 

公共図書館では、乳幼児とその保護者に向け、図書の選定・購入、おはなし会の開

催、図書の紹介リスト等の作成・配布、読み聞かせ講習会＊、図書館ホームページによ

る情報発信等を通して、魅力ある読書環境を整えてきました。  

図書館以外でも、乳幼児健診に訪れる保護者へ絵本リストを配布し、また、子育て

・不読率＊の低減 

・多様な子どもたちの読書機会の確保 

・デジタル社会に対応した読書環境の整備 

・子どもの視点に立った読書活動の推進 

・乳幼児期からの読書習慣の形成 

・学習の基盤となる資質・能力の育成のための読書活動の推進 

・特別な配慮を必要とする子供の読書環境整備の推進 

・読書の質の向上 
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関連施設へ出向いて、子どもが初めて誕生日を迎える家庭に本の紹介リストを提供し

て、幼い子どもたちが本に触れる機会を増やしてきました。 

また、絵本等のおはなしグループ＊や地域・家庭文庫＊の活動についても、新たに活

動を始めた団体があり、公共図書館と団体及び団体間の連携を深めながら「おはなし」

の輪が広がっています。 

 

取組項目 事業実績  

（１）乳幼児が本に親し

むための蔵書の充実や行

事の開催 

対象の新刊図書の購入、読み継がれている図書の買替え、おはなし

会の開催を通じて、より多くの乳幼児及び保護者に本に親しんでも

らった。 
 

（２）関係機関及び団体

と連携した保護者への読

書啓発 

３～４か月児健康診査時に乳幼児向け絵本のおすすめリーフレットを

配布し、保護者への読書啓発を図った。 
 

（３）保育園・幼稚園・

児童館における図書の選

定向けリスト 

幼稚園・保育園・児童館の職員向けに新刊紙芝居リストを作成し図書

館で配布した。 
 

（４）未就学児に対する

家庭での読み聞かせに向

けた講座の開催 

未就学児の保護者向けに読み聞かせ講習会を開催し、家庭における

読書促進を図った。 
 

（５）集団への読み聞か

せに適した大型絵本等の

収集と充実 

大型絵本・紙芝居を収集し、購入リストの作成・配布を行い、図書の

利用促進を図った。 
 

（６）図書館ホームペー

ジを活用した保護者への

情報発信 

乳幼児の保護者向けに、おはなし会やイベントの情報を図書館ホー

ムページに掲載し、図書館の利用促進を図った。 
 

 

２．小学生を対象とした取組                          

 

小学生を対象とした図書館事業については、選定・購入による図書資料の充実のほ

かに、学級文庫の貸出、地域資料リストの配布、新刊案内（季刊）、学年別おすすめ図

書リストの発行、図書館ホームページによる情報発信等を通して、児童の読書環境を

整えてきました。 

また、親子体験事業として「一日図書館員」を実施し、図書館の仕事を実際に体験

する場を提供しました。さらに、「国分寺市 教育７ＤＡＹＳ」の期間に行っている「と

しょかん福袋＊」は好評で、対象年齢を小学生以外に中学生、幼児向けにも拡大しまし

た。 
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学校との連携については、調べ学習に使用する資料の支援を行ってきました。２年

生では生活科見学（町探検）、３年生では社会科見学を通して図書館の使い方や図書館

の仕事を学びます。さらに、読み聞かせの初心者である保護者を対象に、学校におけ

る朝読書＊の時間や家庭での読み聞かせを想定した「読み聞かせ講習会」を公共図書館

で実施しました。 

 

 

３．中高生・ＹＡ世代を対象とした取組                      

   

中高生・ＹＡ（ヤングアダルト）＊世代を対象とした図書館事業については、通常の

選定・購入による図書資料に加えて外国語図書の購入、地域資料リストの配布、新刊

図書案内（季刊）の発行、図書館ホームページによる情報発信等を行い、生徒の読書

環境を整えてきました。 

   小中学校・高校においては、朝読書の時間を中心とした読書活動が継続して行われ

ており、図書委員会等を中心に読書活動の推進にかかる取組（ビブリオバトル＊・おす

すめ本の紹介・ポップ＊の作成・読み聞かせ・クイズラリー等）が展開されています。 

   公共図書館と中学校との連携では、おすすめ本のポップの作成及び当該図書の図書

館内での展示、ビブリオバトルなどを一部の公共図書館で実施しました。 

   公共図書館と都立高校との連携では、福袋の作成、高校生によるおすすめ図書リス

トの作成・配布を行いました。 

取組項目 事業実績  

（１）児童が学級で読

書を楽しむための図書

の提供 

各学年に学級文庫貸出用図書セット（１セット40冊）の整備及び汚

破損本の買替えを行い学級文庫の充実を図った。 
 

（２）学習指導要領の

改訂による英語教育の

拡大に対応した学校へ

の支援 

英語をはじめ外国語の小説・絵本・知識の本を購入し、児童・生徒

の利用に対応した。 
 

（３）児童向け地域資

料の充実と地域資料を

活用するためのリスト

の更新 

「国分寺市を知るための子どもの本 小学生向け」改訂版を発行

し、授業を通じて児童・生徒に配布した。一日図書館員の参加者に

も配布した。 
 

（４）図書館ホームペ

ージを活用した児童や

その保護者への情報発

信 

図書館のイベントや新刊情報、各種図書リストの情報を図書館ホー

ムページに掲載して利用の促進を図った。 
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   また、公共図書館では、中学生以上から図書館ボランティア活動を受け入れており、

中学生の職場体験から図書館ボランティア活動につながるケースも出てきています。

今後、中学生に向けた図書館ボランティアのＰＲ方法や活動しやすいメニュー・運用

の検討が必要です。 

   さらに、中学生向けの学級文庫の活用が求められています。生徒にとって本をより

身近なものにするために、制度や運用方法などについても検討が必要です。 

 

 

 ４．読書活動や図書館利用に配慮が必要な子どもたちへの取組           

 

配慮が必要な子どもたちを対象とした図書館事業については、大活字本の購入、Ｄ

ＡＩＳＹ＊資料及び専用機器の貸出についての周知、特別支援学級（小中学校）や児童

発達支援施設ヘの団体貸出（学級文庫セットの貸出を含む）を行い、本に触れあえる

環境づくりを進めてきました。学級文庫の貸出をきっかけとして、子どもたちが授業

時間内に直接図書館に本を借りに来るようになり、子どもたちにとって図書館が身近

な施設になりつつあります。 

その他、令和５年度にＬＬブック＊や点字の本等、配慮を必要とする子どものための

資料を集めた「りんごの棚＊」を全館に設置しました。すべての子どもが本に親しめる

環境作りが引き続き必要と考えています。 

さらに、多様な学びに対応するためにも、その現状を把握して必要な支援や連携に

ついて考えていく必要があります。 

 

取組項目 事業実績  

（１）ＹＡ資料の充実 

ＹＡ向け図書の充実を図るとともに、中高生・ＹＡ世代向け展

示、テーマ別おすすめ本リーフレットを発行し、利用を促進し

た。 

（２）図書館ホームペ

ージを活用したＹＡ世

代への情報発信 

ＹＡ世代向けにテーマ別おすすめ本リーフレットを図書館ホー

ムページに掲載し、図書館の利用促進を図った。  
 

（３）生徒向け地域資

料の充実と、地域資料

を活用するためのリス

トの更新 

「国分寺市を知るための子どもの本 中学生以上向け」改訂版

を発行し配布した。小・中高生向けの地域資料講座に使用し

た。 

（４）国際理解及び外

国語学習に対応した学

校支援 

ＹＡ世代向け外国語図書、国際理解を深める図書の充実を図っ

た。 
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取組項目 事業実績  

（１）ＤＡＩＳＹ・マ

ルチメディアＤＡＩＳ

Ｙ＊及び専用機器の貸出

運用の整備 

障害者用資料であるＤＡＩＳＹ・マルチメディアＤＡＩＳＹ及び専用

再生機器について体験会を開催し、児童・生徒及びその保護者に周知

を図った。 
 

（２）障害の状況等に

合わせた図書の選定と

提供 

学校と情報を共有し、特別支援学級用の学級文庫セットの選定を行

い、学級文庫の充実を図った。また、大活字本も継続的に購入した。 
 

(３) 周囲の大人に向け

たＤＡＩＳＹ等の利用

案内作成 

障害者用資料であるＤＡＩＳＹ・マルチメディアＤＡＩＳＹの利用案

内・新刊について図書館ホームページに掲載し、施設等へ配布し利用

の促進を図った。 
 

（４）一人では移動が

困難な子どもたちの障

害に合わせたサポート

体制の整備 

障害者資料の貸出や資料の取扱等について図書館職員に対し職場内研

修を行った。館内の施設については、各図書館の整備状況を整理し

た。 
 

 

５．関係機関・団体との連携に関する取組                     

  

   地域・家庭文庫は、40年近く公共図書館と連携をしながら地域における子ども読書

の環境づくりに携わっており、公共図書館は地域・家庭文庫活動の支援及び関係機関

への広報を行ってきました。 

   東京都立多摩図書館とは企画展示の資料提供や新規購入雑誌の選定の協力等で連

携を行いました。 

また、幼稚園・保育園、学童保育所、児童館、支援が必要な児童・生徒を対象にし

た施設については、現在、公営・民営等多様な運営主体があります。それぞれの団体

の特色を把握しながら、施設に応じた読書活動推進についての連携や支援について検

討していくことが必要です。 

   さらに、市内では子育て支援事業に関わる団体の活動が活発で、子育てに関わる関

係者や関係団体が参加する国分寺子ども・子育て円卓会議のような情報交換の場にも

積極的に参加し、団体等との関係を築きながら状況を把握する必要があります。 
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取組項目 事業実績  

（１）地域・家庭文

庫、おはなしグループ

等の活動支援体制の整

備 

地域・家庭文庫、おはなしグループ等の活動を支援し、地域に

おける読書環境の活性化を図った。共催の講演会、学校へのお

はなしの出前＊用の図書の貸出等を行った。 
 

（２）地域・家庭文

庫、おはなしグループ

活動の広報の拡充 

市内の文庫・おはなしグループリストを図書館ホームページに

掲載するとともに、読み聞かせ講習会で配布した。 
 

（３） 東京都立多摩図

書館と市立図書館及び

学校図書館間の連携の

促進 

都立多摩図書館の催事情報を市報に掲載し、市民への周知を図

った。都立多摩図書館における企画展示等において必要な資料

を提供した。 

 

６．図書館事業の広報・子ども読書活動普及の促進に関する取組          

  

   公共図書館では、おはなし会・映画会・講演会等の行事について市報や図書館ホー

ムページ、ポスター・チラシ等で広報を行っています。チラシの配架先は主に学校、

児童館、学童保育所、親子ひろば等です。また、児童・生徒を対象に、新刊案内や各

年代別の図書リスト等の作成・配布を行いました。 

新たにできた子育て関連施設や民間施設に関して、事業の対象となる施設について

は、今後資料配布の検討が必要であり、さらには子どもやその保護者が立ち寄る商店

や書店、病院なども有効な配架場所と考えられます。 

子ども読書活動普及に関する取組については、小中学校・高校とも図書委員会活動

等が活発に行われ、校内でビブリオバトルやおすすめ本のポップの作成等が実施され

ています。さらに、成果物の展示等、発表の場が公共図書館にも広がっています。 

今後は、図書館ボランティア制度の活用や子どもたちの主体的な地域活動につなが

るような取組についても考慮し、子どもたちが自ら行動・発信していける環境づくり

を進めていきます。 
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７．多言語・多文化対応への取組                     

  

   公共図書館では、英語をはじめ様々な言語の図書を継続的に選定・購入しました。

特に東京オリンピック開催に伴い、諸外国の理解を深める図書を幅広く揃えるととも

に、３か国語（英語・中国語・ハングル）版の児童向け利用案内を作成しました。 

   日本語以外を母国語とする子どもたちにとって公共図書館が利用しやすいように、

今後も読書環境を整えていく必要があります。 

 

取組項目 事業実績  

（１）英語教育の拡大に対

応した英語図書の整備及び

拡充 

英語教育の拡大に対応した図書を継続的に購入し、蔵書の充

実を図った。 
 

（２）「東京 2020 オリン

ピック・パラリンピック競

技大会」関連図書の収集 

「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会」開催

を機に関連図書を収集し、蔵書の充実を図った。 
 

（３） 国際理解を深める

ための諸外国及び日本の文

化に関する図書の充実 

国際理解を深めるための諸外国及び日本の文化に関する図書

の充実を図った。 
 

（４） 多言語に対応した

利用案内等の作成及び情報

発信 

英語・中国語・ハングルの図書館の利用案内を作成し、配布

を行った。 
 

（５）子ども読書を支援す

る大人へ向けた外国語図書

の活用の啓発 

児童・生徒の周囲の大人に向けた多言語対応講習会について

は、新型コロナウイルス感染症等の影響により未実施。 

取組項目 事業実績  

（１）図書館ホームペー

ジにおける過去の行事の

アーカイブ情報等の公開 

図書館において実施した過去の講演会等を図書館ホームペー

ジに掲載した。 
 

（２）図書館や本の魅力

を伝える、児童・生徒参

加型事業の実施  

学校図書委員（中学校）がおすすめ本のポップを作成し、図

書館内で関連図書の展示を行った。また、都立高校と連携し

て図書館福袋を作成し、事業参加の機会を設けた。 
 

中学生が職場体験後、図書館ボランティアに参加した。夏休

みボランティアやイベントボランティアにも参加し、地域の

一員として活躍した。 
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第３章 アンケート及びヒアリングの概要 

 

計画の策定にあたり子どもの読書傾向や子育て支援事業、子どもと読書に関わる団体

の活動の実態を把握するため、市内の市立小中学校の協力を得てのアンケート調査や市

内の関連する団体にヒアリング調査を行いました。 

 

１．アンケート概要 

（調査概要） 

   〇調査対象  市立小学校（２校） １～６年生 

          市立中学校（２校） １～３年生 

   〇実施期間  令和６年４月 26 日（金）～５月 15日（水） 

   〇回答方法  １人１台端末＊ ※小学１・２年生は挙手による回答 

   

（配布数・回答率） 

調査内容 小学生 中学生 全体 

配布数 1,892 932 2,824 

回答数 1,555 628 2,183 

回答率（％） 82.2 67.4 77.3 

 

①  児童・生徒の読書の現状 

  （不読率） 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

不読率（1か月間に本を読まなかった人数の割合）について、国の不読率（令和４

年度＝小学生（４～６年生）6.4％、中学生 18.6％）と比較すると小学生が 1.0 ポ

イント、中学生は 13.8ポイント低くなっています。 
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小学校・中学校とも朝読書の時間が全校で定着していることが影響していると考えら

れます。 

 

（平均読書量） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均読書量（1 か月間に読んだ本の冊数）は、国と比較すると小学生が 1.8 冊、中学

生では 0.9 冊少なくなっています。 

 不読率調査の結果から小中学校とも全国平均よりも多くの子どもが本を読んでいるこ

とがわかりますが、平均読書量の結果では、本を読む量は全国平均よりも低くなってい

ます。 

 小中学校とも、朝読書の時間が活用されていることにより多くの児童・生徒が本を読

んでいると考えられます。一方、朝読書の時間以外での読書の機会としては学校図書館

や学級文庫の利用がありますが、アンケートの結果「１週間の学校図書館の利用」につ

いて、０回が中学生では 63.5％、小学生（高学年）では 46.9％でした。また、学級文

庫の利用については、運搬等の体制により利用の機会が減っている場合もあります。今

後、朝読書の時間以外にも子どもたちが本に触れる機会をさらに増やすことが必要です。 
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小学中学年 小学高学年 中学生

②  児童・生徒の読書活動推進の関わり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校では、「おすすめ本を紹介するポップやポスターづくり」は学年が上がるにしたが

って盛んに行われ、小学校高学年以上になると「ビブリオバトル」も行われています。 

     中学生から参加できる「図書館ボランティア」についての設問では、多くの子どもた

ちが、行ってみたい活動として「図書の返却」、「書架整理」、「福袋の作成」、「本の修理」

等を選んでいます。 

 今後、学校で行われている活動と公共図書館が連携しながら、地域における児童・生

徒の活動の場を作ることが求められています。 

 

③  図書館からの情報発信 

 

22

26

18

78

74

82

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

小学高学年

小学中学年

図書館のホームページ・エックスを見たことがありますか（％）

見たことがある どちらも見たことがない
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 公共図書館では、図書館ホームページ、エックスで情報を発信していますが、小中学

生とも約 80％が見ていません。 

 図書館ホームページに載せて欲しい情報としては、「おすすめ本のリスト」、「新刊情報」、

「イベント情報」、「予約の多い本」についての希望が多くありました。 

    また、各種行事用チラシや新刊図書の情報紙については、関係施設へ配布していまし

たが、対象者に情報を一層確実に届けるために配布場所の拡充が必要です。 

 

④  電子図書館の活用 

 

 学校や家庭でパソコンやタブレットが幅広く利用されていますが、電子の本（マンガ

以外）を読む割合は、小学校中学年 4.2％、高学年 3.2％、中学生 2.7％とあまり読まれ

ていません。 

   学校の授業や読書の時間に、１人１台端末を活用した電子書籍を読んでみたいという

割合は、小中学校とも約 50％ありました。 

   電子書籍を希望しない理由としては、電子書籍をよく知らないという理由が小学校中

学年 31.4％、小学校高学年 18.3％、中学生 15.2％あり、普及にあたっては学年に応じた

利用ガイダンスが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

51

51

52

49

49

48

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学生

小学高学年

小学中学年

学校の授業や読書の時間に電子書籍を使ってみたいですか(%)

はい いいえ
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⑤  児童・生徒の関心事 

 
 

学校の図書の時間については、多くの児童が「好き」と回答しています。理由とし 

て「いろいろな本があるから」「いろいろなことを知ることができるから」の割合がい

ずれの学年でも高くなっています。自由記述では「読書の時間が確保できる」、「集中し

て本が読める」、「友達がどんな本を読んでいるかがわかる」、「想像を楽しめる」、「読書

のための補助器具＊（リーディングトラッカー＊など）がある」などがありました。 

子ども同士で読んだ本について話したり、すすめあったりするという回答もあり、こ

うした機会を増やすための環境づくりが必要です。 

  また、「読書のための補助器具」があることが読書の一助になっています。こうした読 

書を助けるツールの普及も望まれています。 
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２．ヒアリング概要 

（調査概要） 

   〇調査対象  44 団体 

          学校司書・図書担当教諭（市立小中学校・私立小中高・都立高校）

（７校） 

          市立小中学校特別支援学級（４校） 

          児童館（４館）      学童保育所（５か所） 

          保育園・幼稚園（６園）  親子ひろば＊（３か所） 

          子育て関係団体（４か所） 障害児通所支援施設（２か所） 

          家庭・地域文庫及びおはなしグループ（９団体） 

  

   〇実施期間  令和６年５月 14 日（火）～６月 24日（月） 

  

① 児童・生徒の読書啓発活動について 

・小学校では、読書紹介文の作成・展示を行い、中学校では、創作読書部が読書感想

文コンクールに参加しています。また、小中学校とも学級通信等で教員・児童によ

るおすすめ本を紹介しています。（市立小中学校） 

・高校では、「夏休み読書月間」でポップの作成、読書紹介文の作成・展示、ビブリ 

オバトル、古本市を行っています。（都立高校） 

 

【考え方】 調べ学習等の学習の成果については、学校と公共図書館が連携して、

地域においても子どもたちの発表の場を広げていく必要があります。 

 

② 学校図書館における読書活動 

・小学校では、「お話給食」の一環として、給食と本のコラボレーションとして食育

と本の動画を撮影・放映し、読書週間には読書ビンゴやすごろく、スタンプラリー、

ビブリオバトルなどを企画・運営しています。（市立小学校） 

・中学校・高校では、新入生を対象に図書館利用のオリエンテーションを実施して図 

書館の利用促進を図り、図書委員が様々なイベント（ビブリオバトル・スタンプラ

リー、図書館だより作成）を行っています。また、読書週間にもおすすめ本のＰＲ、

ポスター作成、クイズなどを行っています。（市立中学校、都立高校） 

 

【考え方】 今後は、企画・運営から児童・生徒が参加する図書館行事の実施など、 

学校と公共図書館のさらなる連携が必要です。 
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③ 電子図書館について 

 ・小学校では調べ学習や朝読書の時間で、中学校では国語の授業でクラス全員での

一斉読書の活用などの要望があります。（市立小中学校） 

 ・アニマシオン＊や読書会など複数人で同じ本を用いる場合に有効ではないかとの意 

見がありました。（市立中学校） 

 ・中学校の特別支援学級では、図鑑など拡大できる機能があれば需要があるとのこ 

とでした。（市立中学校特別支援学級） 

 

【考え方】 電子図書館については、普段の読書に加えて授業や同じ本を一斉利用す 

る場合に対応した環境整備が求められています。 

 

④ 配慮を必要とする子どもたちの読書環境について  

 ・小学校の特別支援学級では、図書の時間や授業で読み聞かせを行い、授業の導入や 

授業内容の説明に本を活用しています。（市立小学校特別支援学級） 

 ・中学校特別支援学級では、グループで読み聞かせの練習を行い、小学校に読み聞か 

せに行っています。（市立中学校特別支援学級） 

・小学校の特別支援学級では、図書の利用に支援が必要な方向けの資料については、  

現状としてまず、文字を読み込むことが難しい子も多いので、ＬＬブックでも絵が

多いものならなんとか読める状況でした。（市立小学校特別支援学級） 

・中学校の特別支援学級では、マルチメディアＤＡＩＳＹ、ＬＬブックを利用してい

ます。（市立中学校特別支援学級） 

・文庫やおはなしグループからは、「りんごの棚」の充実が求められています。（家庭・

地域文庫及びおはなしグループ） 

 

【考え方】 マルチメディアＤＡＩＳＹ、ＬＬブック、大活字本などの障害者向け 

資料については、中学校では利用されていますが、小学校ではあまり利用されて 

いないようでした。今後、障害者向け資料については、資料や専用機器等の体 

験会を通して利用を促進していく必要があります。 

 また、障害のある人もない人も誰でも読める、子どもの本のコーナーである「り

んごの棚」については、拡充していく必要があります。 

 

 

⑤ 団体貸出の利用について 

・「団体貸出のサービスを知らなかった」、「本を汚破損することが気になり利用して

いない」などの意見が幼稚園、学童保育所、児童館から挙げられました。一方で公

共図書館の団体貸出については、今後利用したいという団体が複数ありました。
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（幼稚園・保育園、学童保育所、児童館、親子ひろば） 

・公共図書館までの距離や図書の管理、施設の体制等で利用が困難な団体もある一

方で、読み聞かせやブックトーク＊などの出前＊の利用を望む団体もあります。（幼

稚園・保育園、学童保育所、児童館、親子ひろば） 

  ・公共図書館で本や図書館についての質問や困っている様子の子どもたちがいたら

サポートして欲しいという要望がありました。（私立小学校） 

  ・図書館との連携については、各館や各地域の取組の情報共有ができれば、更に発 

展していけるのではないか、また読み聞かせ等、図書館と連携できたらありがた

いと中学校・児童館より意見がありました。（市立中学校、児童館） 

 

【考え方】 団体貸出や出前事業の一層の周知・利用促進が求められています。 

 

⑥ その他の意見 

・団体への読み聞かせやブックトーク（本の紹介）等の出前については利用してみた 

い。（幼稚園・保育園、児童館、学童保育所、障害児通所支援施設、親子ひろば、子

育て関係団体） 

・託児付き図書館サービスについては、利用してみたい。（親子ひろば利用の関係者） 

・一般家庭や団体では買いそろえられない大型絵本や紙芝居について市立図書館の 

蔵書を増やして欲しい。（親子ひろば） 

・公共図書館へ施設職員と子どもたちが一緒に行って本を選び、図書館の使い方を学 

ぶことはよい社会経験になる。（障害児通所支援施設） 

 

【考え方】 配慮が必要な子どもたちが本に触れる機会を増やすと同時に、利用し

やすい公共図書館の環境整備が求められています。 

また、保護者等の間の情報共有の通信方法としては、専用のアプリも利用されて 

おり、対応できる通信手段については今後、検討が必要です。 
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１．体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

 

目標の到達点 

 

取組の方向性 

 

【目指す姿】 

本と出会い 自ら学び 人とつながり  

 未来を拓
ひら

く 国分寺の子どもたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)  乳幼児とその保護者に向けた

働きかけ 

 

(２)  低学年の子どもとその保護者

に向けた働きかけ 

 

(３)  妊婦とその家族に向けた働き

かけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもたちが豊かな心を育み、

生きるための力を培う土台とな

る乳幼児から低学年の時期に、

読書習慣が定着している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．読書習慣の定着 

(乳幼児～小学校低学年) 

【Ｐ21】 

 

(１)  家庭における読書環境づくり 

 

(２)  学校における読書環境づくり 

 

(３)  地域における読書環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家庭、学校や地域において、いつ

でも読みたい時に本に手が届く

環境が整っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．いつも身近に本が

ある環境【Ｐ23】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)   子ども参加型の事業展開 

 

(２)   読書に関わる成果物の紹介・

発表の場の設定 

 

(３)  子ども同士の読書を通じた 

交流の場の設定 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもたちが、自発的に楽しみ

ながら読書活動に関わっている 

 

・子どもから子どもへ読書の楽し

さを伝え合えるような意識が定

着している 

 

・子どもたちが、読書の推進活動

を通して地域において活躍して

いる 

 

 

 

 

 

 

３．主体的な読書活動 

(小学校中学年～高校生)    

【Ｐ26】  

 

第４章 計画の基本構想 
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目標 

 

目標の到達点 

 

取組の方向性 

 

４．情報・知識を活用

した学習  

【Ｐ28】 

 

(１) 調べ学習資料の提供による 

学習支援 

 

(２)  電子図書館を活用した学習 

支援 

 

・読書によって身につけた情報や

知識を活用した、子どもたちの

主体的な学習が行われている 

５．配慮を必要とする

子どもたちが楽し

める読書環境 

【Ｐ29】 

 

・配慮を必要とする子どもたち

が、読書を楽しむ環境が整って

いる 

 

・多様性に配慮された読書活動

が行われている 

 

(１)  だれもが使いやすい図書館

環境の整備 

 

(２)  配慮が必要な子どもたちの

家庭での読書支援 

 

(３)  子どもたちの多様性に配慮

した読書活動の支援 

 

(１)  効果的な情報発信 

 

(２)  対象者別の広報 

６．必要な人に届く 

情報の発信 

【Ｐ31】 

 

・子どもたち、保護者や家庭、子

どもの読書に関わる人に、必要

な情報が行き届いている 
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２．子どもの読書を支える環境 

 

子どもたちの読書環境は、多くの人たちによって支えられています。 

子どもたちは家庭や地域・家庭文庫での読み聞かせを通じて初めて絵本に出会い、学

童保育所・児童館や親子ひろば等の子育て関連団体の子育て支援や様々な活動の中で本

に親しんでいきます。 

保育園・幼稚園では園の活動の中で本と親しみ、小学校からは学校教育の中でさらに

読書や学習を深めていきます。 

加えて、学校と連携しながら、児童・生徒による主体的な読書活動の推進を促すこと

により、地域で活躍する子どもたちが育っていきます。 

 図書館は、関連課と連携を図りながら、以上のような地域、学校等、図書館、行政、

子育て関連施設が一体となって育む子どもたちの成長に沿った読書活動を推進してい

きます。 

【子どもの読書を支える環境のイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館 

市立図書館 

都立図書館 

近隣市図書館 

学校等 

小学校  
中学校 
高校   

保育園  幼稚園 

行政 

学校指導課 

子育て相談室等 
 

子ども 

（読書） 

地域 

家庭・地域文庫 
おはなしグループ 

公民館 
自治会 
書店 

子育て 

関連施設 
 

学童保育所 
児童館 

親子ひろば等 

17 



 

20 

 

３．計画の目指す姿と計画目標 

 

 

 

 

 

 

子どもの読書活動を推進するにあたり、上記の通り本計画の目指す姿及びそれを具現

化するための計画目標を定めます。 

 本計画では、これまでの対象者別の取組を踏まえた上で、特に読書活動推進に最も重

要な「読書習慣の定着(乳幼児～小学校低学年)」と、そのための「いつも身近に本があ

る環境」、さらに子どもたちの自主性に着目した「主体的な読書活動(小学校中学年～高

校生)」に重点を置きました。 

 読書習慣が定着し、いつも身近に本がある環境が整うことにより、子どもたちがすす

んで学ぶ土壌が作られ、主体的な読書活動につながっていくと考えています。 

 本を通じて学び、発見する喜びや、自主的に関わる読書活動を通じて、地域において

活躍できる子どもたちを思い描いた計画としました。 

 

【計画目標】 

目標１ 読書習慣の定着(乳幼児～小学校低学年) 

     子どもたちが家庭や地域を通じて本と出会える環境をつくること、読書の楽しさ

を感じられるように、本と親しむ機会を提供することが大切です。特に乳幼児から低

学年までの読書活動の取組は、豊かな感性や情緒を育むために重要と考えます。 

保護者・子どもに関わる大人たちに読書活動の大切さを伝え、働きかけ、子どもた

ちの読書習慣の定着を目指します。 

 

目標２ いつも身近に本がある環境 

子どもたちの生活の中で、手の届くところに常に本があり、本が身近なものとな

ることは、読書が習慣として定着するためにとても重要です。 

家庭や学校・地域の様々な場所で、子どもたちがいつでも読みたい本を手に取る

ことができるように環境の整備を進めます。 

 

目標３ 主体的な読書活動(小学校中学年～高校生) 

子どもたちが、自発的に楽しみながら読書活動に関わることができる活動の場を 

提供していきます。また、子ども同士で互いに本をすすめ合い、子どもから子ども 

へ読書の楽しさを伝え合える仕組みを作ります。子どもたちが地域の一員としての

【目指す姿】 

本と出会い 自ら学び 人とつながり  

   未来を拓
ひら

く 国分寺の子どもたち 
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自覚を持ち、主体的に活躍できる姿を目指します。 

 

目標４ 情報・知識を活用した学習 

     読書によって身につけた、情報を活用する力を活かして、子どもたちの主体的な

学習が行われる姿を目指します。そのために電子図書館や１人１台端末を活用して

いきます。 

 

目標５ 配慮を必要とする子どもたちが楽しめる読書環境 

     読書や図書館利用に配慮を必要とする子どもたちに対して、読書を楽しめるよう

に環境を整えるとともに、多様性に配慮した読書活動の支援に取り組みます。      

誰もが読書を楽しめるように、補助器具であるリーディングトラッカーや、デジ

タル録音図書であるマルチメディアＤＡＩＳＹなどの利用も促進していきます。 

 

目標６ 必要な人に届く情報の発信 

子どもたち、保護者、子どもに関わる大人へ個々の必要に応じた情報が行き届い

ている状況を目指します。様々な情報媒体を有効活用し、必要な情報が必要な人た

ちに届けられるように環境を整備していきます。 

 

第５章 取組の方向性 

 

本章では、それぞれの目標について、アンケート調査、ヒアリング調査の結果、社会状

況等をもとに具体的な取組の方向性を示します。 

 

【目標１ 読書習慣の定着(乳幼児～小学校低学年)】 

 

目標の到達点 

 

 

 

子育て関連グループの活動の活発化、親子ひろばや公園などの地域の拠点において

読み聞かせを行う団体の増加など、幼い子どもたちに向けた読み聞かせの輪が広がり

つつあります。それに伴い、図書館と子育て関連施設の連携も求められます。 

これらの状況を踏まえて、乳幼児期に読書習慣を定着させるために、保護者へのさ

らなる働きかけが求められています。ヒアリング調査では、図書館の既存事業である

団体貸出や出前事業について、各団体への周知が不足していたことが分かりました。

子どもたちが豊かな心を育み、生きるための力を培う土台となる乳幼児から小学校

低学年の時期に、読書習慣が定着している 
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また、託児事業等、図書館が行っているサービスを利用してみたいという声もありま

した。 

これまでの取組みに加えて、家庭における読み聞かせ・絵本の選び方の講座を開催

し、当日会場に足を運べない方に対しても、図書館ホームページにおける講座のアー

カイブ情報を公開するなど、妊娠期の方とその家族に向けた事業にも取り組んでいき

ます。 

 

取組の方向性 

 

（１）乳幼児とその保護者に向けた働きかけ 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

出前事業の拡充 子育て関連施設への出前事

業の実施 

図書館課 

                    

団体貸出の周知と利用拡充 保育園・幼稚園への団体貸

出の拡充 

図書館課 

 

家庭における読書啓発 読み聞かせ、本の選び方講

座(講習会）の開催 

図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

保育園・幼稚園の団体貸出登録数 ８団体 15団体 20団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育園への出前事業（おはなし会） 
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（２）低学年の子どもとその保護者に向けた働きかけ 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

自主的な読書習慣の環境づ

くり 

低学年にも利用しやすい図書館

環境の整備 

図書館課 

 

家庭における読書啓発 読み聞かせ、本の選び方講座

(講習会）の開催 

図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

おすすめ本リスト等設置場所数 ６か所 40か所 50 か所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）妊婦とその家族に向けた働きかけ 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

絵本リスト等配布の拡充 

 

母子手帳交付時における絵本リス

ト等の配布 

図書館課 

子育て相談室 

ぶんじ子育てナビを活用し

た情報提供 

ぶんじ子育てナビを活用した図書

館情報の提供 

図書館課 

子育て相談室 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11年度） 

絵本リスト等の配布数 ０部 800部 900部 

乳幼児向けおすすめ本リスト 
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【目標２ いつも身近に本がある環境】 

 

目標の到達点 

 

 

目標１の「読書習慣の定着(乳幼児～小学校低学年)」を実現するためには、常に子

どもの身近な場所に本がある環境が必要です。 

図書館ではこれまで、子どもたちが朝読書の時間や休み時間に読書を楽しめるよ

う、学級文庫の貸出しを行ってきました。図書館のおすすめ本を集めた学級文庫貸出

用セットも各館に常備しています。 

アンケート調査から、小学校低学年・中学年の子どもたちの多くが家庭において、

読んだ本について保護者と話す時間をもっていることがわかりました。 

自分が読んだ本について話すことは、気持ちを共有し、人と人とのつながりを深め

るきっかけになります。また、読んだ本を誰かにすすめることは、読書の楽しみを個

人のものにとどめず、これまで本に触れる機会が少なかった子どもたちにも、読書を

通じて新しい世界の扉を開くよろこびを伝える好機になります。読んだ本の題名や著

者名、感想等を記録する読書手帳もこのような子どもの読書の広がりに有効であり、

重点的に取り組んでいきます。  

さらに、保育園・幼稚園など、家庭と並ぶ子どもの生活の場において、子どもたち

が本と出会い読書を楽しむことができるよう、図書館の出前事業にも取り組んでいき

ます。 

 

取組の方向性 

 

（１）家庭における読書環境づくり 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

家庭における読書啓発 読み聞かせ、本の選び方講座(講習

会）の開催 

図書館課 

読書の習慣化 「子ども読書手帳」の配布 図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

「子ども読書手帳」の配布数 ０部 1,000 部 1,500 部 

 

家庭、学校や地域において、いつでも読みたい時に本に手が届く環境が整っている 
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（２）学校における読書環境づくり 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

小中学校学級文庫の充実 学級文庫の拡充及び利用しやすい

運用の見直し 

図書館課 

 

継続的な読書習慣への支援 学校での図書館利用ガイダンスの

実施 

図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

学級文庫登録クラス数 96 クラス 125 クラス 140 クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域における読書環境づくり 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

児童館や学童保育所への団

体貸出の拡大 

未利用団体への周知及び団体貸出

の拡大 

図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

児童館・学童保育所等団体貸出登録数 ８団体 15団体 20 団体 

 

 

学級文庫セット（小学校低学年） 
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【目標３ 主体的な読書活動（小学校中学年～高校生）】 

 

目標の到達点 

 

 

 

 

小学校中学年から高学年は、様々な対象に興味関心が広がる年代です。また、中 

学生、高校生になると、活動範囲が飛躍的に広がり、読書の範囲の幅も広がります。 

これまで国分寺市内では、図書館と学校図書館・図書委員との連携による活動や、

学校間の読み聞かせ等、子どもたちの自主性を活かした活動、子ども同士が本を通じ

て交流できる活動が各所で行われてきました。 

今後、講演会やワークショップ等、企画から子どもが関わり、子どもたちが自主 

的に考え、選び、実行できるような子ども参加型の事業の準備を進め、読書活動の推

進に関わる子どもたちを育てていきます。 

アンケート調査で、中学生から登録可能な図書館ボランティアについて、本の返却

や書架整理等、図書館の仕事に関心を持つ中学生が一定数見受けられました。地域の

知識・情報の拠点となる図書館における、子どもたちの自主的・積極的な活動が、地

域の一員としての活動・活躍へと繋がっていくことが期待されます。 

 

取組の方向性 

 

（１）子ども参加型の事業展開 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

図書委員会との連携 図書委員会との連携事業の実施 図書館課 

中・高校生ボランティア事業

の充実 

中・高校生のボランティア活動

（期間限定・行事）の実施 

図書館課 

学校指導課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

図書委員会との連携事業数 ３事業 ６事業 ９事業 

 

 

 

・子どもたちが、自発的に楽しみながら読書活動に関わっている 

・子どもから子どもへ読書の楽しさを伝え合えるような意識が定着している 

・子どもたちが、読書の推進活動を通して地域において活躍している 
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（２）読書に関わる成果物の紹介・発表の場の設定 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

おすすめ本の紹介 中高生等の作成したおすすめ本の

ポスター・ポップの図書館内展示 

図書館課 

学びの発表 図書資料を使った学習成果等の図

書館内展示 

図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

図書館における学習成果等の発表件数 20件 35件 50件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子ども同士の読書を通じた交流の場の設定 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

伝えあう場の創設 図書館及び学校との連携によるビブ

リオバトルの実施 

図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

ビブリオバトルの開催回数 ０回 ２回 ５回 

 

 

教育７DAYS としょかん福袋（中学生と図書館員が作成） 
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【目標４ 情報・知識を活用した学習】 

 

目標の到達点

 

 

学校図書館では、年度初めに図書館の利用案内や本の探し方等のガイダンスを行

い、子どもたちが学習において、図書館の資料を主体的に利用できるよう取り組んで

います。 

また、公共図書館と学校図書館との連携により、公共図書館から調べ学習に使用す

る資料の貸出しを行い、学習の支援を行っています。 

今後は、子どもたちが自ら学習に資料を活用できる力を身につけられるよう、電子

図書館や１人１台端末の活用も促進していきます。 

 

取組の方向性 

 

（１）調べ学習資料の提供による学習支援 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

調べ学習の支援 調べ学習資料の使い方ガイダンス

の開催 

図書館課 

 

調べ学習関連サイトの提供 図書館ホームページの専用サイト

の充実 

図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

調べ学習ガイダンスの開催回数 ０回 10回 15回 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書によって身につけた情報や知識を活用した、子どもたちの主体的な学習が行わ

れている 
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（２）電子図書館を活用した学習支援 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

電子図書館の利用促進 １人１台端末を活用した電子図書

館の利用 

図書館課 

学校指導課 

電子図書館の充実 電子図書館ホームページの子ども

向けおすすめページ作成・広報及

び蔵書の充実 

図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

電子図書館年度貸出冊数（児童書） 600 冊 700冊 900 冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標５ 配慮を必要とする子どもたちが楽しめる読書環境】 

 

目標の到達点 

 

 

 

公共図書館では、市内の小中学校の特別支援学級や児童発達支援施設に専用の図

書のセットの貸出しを行っています。読書に際して配慮の必要な子どもたちが、読

書を楽しめるように選定された幅広いジャンルの本を入れたセットが好評です。 

特別支援学級用学級文庫セットのさらなる充実、子どもたちが図書館での時間を

楽しめる環境づくり、読書や学習を補助するツールやメディアの利用促進（※リー

ディングトラッカー、マルチメディアＤＡＩＳＹ等）を図ります。 

また、多様な学びに対応するため電子図書館の利用も促進していきます。 

・配慮を必要とする子どもたちが、読書を楽しむ環境が整っている 

・多様性に配慮された読書活動が行われている 

 

国分寺市電子図書館（ホームページ） 
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取組の方向性 

 

（１）だれもが使いやすい図書館環境の整備 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

図書館利用の促進 特別支援学級児童・生徒への図書館

利用ガイダンス等の実施 

図書館課 

読書に際して配慮の必要な

子どもたちへの支援 

・読書補助ツールの設置及び利用促進 

・ＤＡＩＳＹ等資料の利用促進 

図書館課 

だれもが読書を楽しめる環

境の整備 

「りんごの棚」の拡充・利用促進 図書館課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

「りんごの棚」蔵書数 160 冊 280 冊 340 冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）配慮が必要な子どもたちの家庭での読書支援 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

障害者資料の利用促進 障害者資料体験会の開催 図書館課 

りんごの棚（光図書館） 
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■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

障害者資料体験会の参加者数 10 人 15人 20 人 

 

（３）子どもたちの多様性に配慮した読書活動の支援 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

特別支援学級への読書支援 特別支援学級用学級文庫の充実 図書館課 

学校指導課 

多様な子どもたちへの学習機

会の提供 

電子図書館の利用や団体貸出の促進 図書館課 

 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

特別支援学級向け学級文庫 

年間貸出冊数 

280冊 560 冊 840 冊 

 

【目標６ 必要な人に届く情報の発信】 

 

目標の到達点 

 

 

公共図書館では子どもと本や読書に関する情報を図書館ホームページ、エック

ス、市報、図書館だより、館内掲示ポスター、チラシ等で広報しています。 

アンケート結果では、小中学校のいずれの学年の子どもたちにも図書館ホームペ

ージやエックスがあまり見られていないことがわかりました。子どもたちがアクセ

スしやすく、速やかに情報を得られる環境の整備や、読みたくなるような魅力を持

ったコンテンツ作りが求められています。 

また、ヒアリング調査では、育児関連の情報発信に、地域の子育て支援団体等の

集まる連絡会や母子手帳アプリ等が有効活用されていることがわかりました。保護

者を含めた、子どもと読書に関わる人たちへの図書館の情報発信に必要な場やツー

ルを活用していきます。 

 

 

子どもたち、保護者や家庭、子どもの読書に関わる人に、必要な情報が行き届いている 
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取組の方向性 

 

（１） 効果的な情報発信 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当  

図書館情報紙の配架場所の

拡充 

効果的な発信場所における図書館

情報の配架 

図書館課 

 

図書館ホームページの充実 子育て関連・民間子育て関連施設

サイト等との連携や子どもの本サ

イトの充実 

図書館課 

 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

図書館情報配架場所数 25か所 35か所 45か所 

 

（２）対象者別の広報 

 

■主な取組 

取 組 内 容 担 当 

（保護者向け）図書館ホーム

ページの充実 

子育て関連サイト、民間子育て関

連施設サイト等との連携 

図書館課 

 

（子ども向け）図書館ホーム

ぺージの充実 

児童・生徒向けの図書館ホームペ

ージの充実 

図書館課 

（児童・生徒向け）オンライ

ンを活用した配信 

１人１台端末等を活用した情報提

供 

図書館課 

学校指導課 

■目標指標 

指標内容 基準値 

（令和５年度） 

中間値 

（令和９年度） 

目標値 

（令和 11 年度） 

１人１台端末等へ発信した図書館事業

件数 

０件 10件 17件 
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第６章 計画の推進に向けて 

 

計画の実現のために、地域・子育て関連団体・行政・学校等・図書館は連携し、あらゆ

る生活の場面において読書環境の整備を行い、子どもたちの読書活動を支えていかなけれ

ばなりません。 

そのために、本計画に掲げた各取組については、ＰＤＣＡサイクルを活用し、毎年度、

学識経験者と市民公募委員から構成される図書館運営協議会で実施状況を確認して進行

管理を行い、各取組の更なる充実を図っていきます。 

イラスト：国分寺市立第一中学校 Kさん 
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１．子どもの読書活動の推進に関する法律 

（平成十三年十二月十二日法律第百五十四号） 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公

共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定

めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もっ

て子どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言

葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力

を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあ

らゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそ

のための環境の整備が推進されなければならない。 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動

の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏

まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活

動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極

的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよ

う、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に

努めるものとする。 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた
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め、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」

という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告す

るとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県にお

ける子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の

推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を

策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定されて

いるときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本と

するとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村

における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活

動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進

計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変

更について準用する。 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが

積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなけ

ればならない。 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要

な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 
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２．国：第五次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画 

令和５年３月策定（概要版）

 
文部科学省ホームページ：『第五次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」について』より 
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３．東京都：第四次東京都子供読書活動推進計画 

令和３年３月策定（概要版）

 
東京都ホームページ：『「第四次東京都子供読書活動推進計画」の策定について』より 
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４．第四次国分寺市子ども読書活動推進計画策定検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年法律第154号）第９条（都道府県

子ども読書活動推進計画等）第２項に規定する市町村子ども読書活動推進計画（以下

「計画」という。）の策定に関し必要な事項を検討するため、第四次国分寺市子ども読書

活動推進計画策定検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（任務） 

第２条 委員会は、計画の策定について必要な事項を調査し、及び検討し、その結果を教

育長に報告する。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる委員11人以内をもって組織し、国分寺市教育委員会（以下

「教育委員会」という。）が委嘱し、又は任命する。 

(1) 識見を有する者 １人 

(2) 国分寺市立図書館条例（平成13年条例第45号）第７条（図書館運営協議会の設置及

び組織）第４項第１号の委員 ２人以内 

(3) 市立小学校又は中学校（以下この条において「市立小中学校」という。）の校長 １

人 

(4) 市立小中学校の学校図書を担当する教諭 １人 

(5) 市立小中学校に設置する特別支援学級の教諭 １人 

(6) 市立小中学校の学校司書 １人 

(7) 子ども家庭部子ども子育て支援課いずみ児童館長 

(8) 子ども家庭部子育て相談室地域支援係長 

(9) 教育部学校指導課指導主事 １人 

(10)教育部図書館課図書館長 １人 

（謝礼） 

第４条 教育委員会は、前条第１号及び第２号に掲げる委員に対して、謝礼を支払うもの

とする。 

 （任期） 

第５条 委員の任期は、第２条の規定による報告をもって終了する。 

２ 委員が欠けたときは、後任の委員を補充することができる。 

（委員長及び副委員長） 

第６条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 
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（会議） 

第７条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長は、会議の議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。 

（意見の聴取等） 

第８条 委員会は、会議の運営上必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席

させ、その意見を聴き、又は委員以外の者に対し、資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第９条 委員会の庶務は、教育部図書館課において処理する。 

（委任） 

第10条 この要綱に定めるもののほか委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要綱は、決裁の日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 
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５．第四次国分寺市子ども読書活動推進計画策定検討委員会名簿 
 

職名 氏名 

東京学芸大学教育学部教授 ◎ 前 田  稔 

国分寺市立第八小学校校長 〇 矢 島 英 明 

国分寺市図書館運営協議会 

（市民公募委員） 

岡 本 紗 織 

(※令和６年２月 28 日～令和７年１月８日 中 村 元 隆) 

国分寺市図書館運営協議会 

（市民公募委員） 

髙 倉 記 子 

(※令和６年２月 28日～令和７年１月８日 佐久間 順子) 

国分寺市立第九小学校主任

教諭 
松 田 夕起子 

国分寺市立第七小学校主任

教諭 

石 井 周 子 

(※令和６年２月 28 日～令和７年１月８日 宮 本  光) 

国分寺市立第一中学校学校

司書 
山 初 寛 子 

子ども家庭部子ども子育て

支援課いずみ児童館長 
河 合 光 子 

子ども家庭部子育て相談室

地域支援係長 

杉 野 麻咲子 

(※令和６年２月 28 日～令和６年３月 31 日 

子ども家庭支援センター地域担当係長） 

教育部学校指導課指導主事 渡 辺 大 輔 

教育部図書館課光図書館長 鈴 木 伸 明 

                              ◎委員長 〇副委員長 
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６．第四次国分寺市子ども読書活動推進計画策定検討委員会開催経緯 

 

回 開催日 検討内容等 

第１回 

 

令和６年２月 28日 委員委嘱・任命 

アンケート内容についての検討 

第２回 

 

令和６年７月 12日 アンケート・ヒアリング実施報告、体系図の検討 

第３回 

 

令和６年９月５日 計画案についての検討 

第４回 

 

令和７年１月９日 

 

パブリック・コメントの実施結果について 

第５回 

 

令和７年２月 21日 

 

最終案について 

 

 

７．第四次国分寺市子ども読書活動推進計画に関するアンケート・ヒ

アリング実施概要 
 

実施日 実施内容 対象者（団体） 

令和６年４月 26日～５月 15日 子どもの読書に関す

るアンケート調査 

市立小学校（２校）１～６年生 

市立中学校（２校）１～３年生 

令和６年５月 14日～６月 24日 子どもの読書に関す

るヒアリング調査 

学校司書・図書担当教諭（市

立小中学校・私立小中高・都

立高校）・市立小中学校特別支

援学級・児童館・学童保育

所・保育園・幼稚園・親子ひ

ろば・子育て関係団体・障害

児通所支援施設・家庭文庫・

地域文庫及びおはなしグルー

プ 
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８．児童・生徒のおすすめ本 
                           ※アンケート調査より 

小学校低学年        

書 名 著 者 名 

ルルとララシリーズ あんびる やすこ 

二分間の冒険 岡田 淳 

おばけずかんシリーズ 斉藤 洋 

ふらいぱんじいさん 神沢 利子 

ゴリラのくつや 谷口 智則 

おしりたんていシリーズ トロル 

おとのさまのじてんしゃ 中川 ひろたか 

まじょ子シリーズ 早川 真知子 

四つ子ぐらし ひの ひまり 

かいけつゾロリシリーズ 原 ゆたか 

キツネのかぎや シリーズ 三田村 信行 

デイビッドがっこうへいく ディビッド・シャノン 

小公女セーラ フランシス・ホジソン・バーネット 

へんしんトンネル あきやま ただし 

14ひきのねずみシリーズ いわむら かずお 

からすのパンやさん かこ さとし 

せんたくかあちゃん さとう わきこ 

バムとケロシリーズ 島田 ゆか 

おばけのてんぷら せな けいこ 

おしゃべりなたまごやき 長 新太 

ぎょうれつのできるすうぷやさん ふくざわ ゆみこ 

10かいだてのまほうつかいのおしろ のはな はるか 

あつかったらぬげばいい ヨシタケ シンスケ 

はらぺこあおむし エリック・カール 

ウォーターハウスホーキンズの恐竜 バーバラ・ケアリー 

あおい目のこねこ エゴン・マチーセン 

進化の迷路 香川 元太郎 

ミッケ！シリーズ ウォルター・ウィック 

つかめ！理科ダマンシリーズ シン テフン 

てじなでだましっこ 佐伯 俊男 
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大ピンチずかん 鈴木 のりたけ 

地下鉄のサバイバル ゴムドリ co. 

【その他】 

昆虫（みつけたよシリーズ） おもしろい本 かわいいお話 ドラえもん ポケモンシリ

ーズ むかしばなし オオカミが出てくる話 感動系 恐竜の本 手品・マジックの本  

乗り物の本 図鑑 伝記(学習まんが) 料理の本 

 

小学校中学年 

書 名 著 者 名 

怪盗レッド  秋木 真 

ザリガニさいばん  阿部 夏丸 

ルルとララシリーズ あんびる やすこ 

ほねほねザウルス カバヤ食品株式会社 

リトル・バレリーナ 工藤 純子 

かいけつゾロリ 原 ゆたか  

おばけずかんシリーズ 斉藤 洋 

科学探偵謎野真実シリーズ  佐東 みどり 

おしりたんてい トロル 

本屋さんのルビねこ 野中 柊 

四つ子ぐらし ひの ひまり 

ふしぎ駄菓子屋 銭天堂シリーズ 廣嶋 玲子 

ＩＱ探偵ムー 深沢 美潮 

おしいれのぼうけん 古田 足日 

５秒後に意外な結末  桃戸 ハル 

マジックツリーハウス  メアリー・ポープ・オズボーン 

エルマーの冒険シリーズ  ルース・スタイルス・ガネット 

グレッグのダメ日記 ジェフ・キニー 

動物と話せる少女リリアーネ  タニヤ・シュテーブナー 

アルセーヌ・ルパン  モーリス・ルブラン 

のらねこぐんだんシリーズ  工藤 ノリコ 

パンどろぼうシリーズ  柴田 ケイコ 

バムとケロシリーズ  島田 ゆか 

大ピンチずかん 鈴木 のりたけ 

しりとりのだいすきなおうさま  中村 翔子 
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ぎょうれつができるシリーズ  ふくざわ ゆみこ 

ほげちゃん   やぎ たみこ 

わんぱくだんシリーズ  ゆきの ゆみこ 

ミッケ！  ウォルター・ウィック 

変な家  雨穴 

ゆるゆる危険生物図鑑  さの かける 

身近な危険動物対応マニュアル  今泉 忠明 

空想科学読本  柳田 理科雄 

学校モノのねだん図鑑シリーズ  秋山 滋 

端正な折り紙  山口 真 

【その他】 

昔話 歴史の本 料理の本 図鑑 物語 伝記 電車の本 生き物系 野球の本 ゲーム

の攻略本 ポケモンの本 詰将棋の本 科学の本・実験の本 星の本 恐竜の本 犬・猫

の本 水泳の本 戦国武将の本 釣りの本 都市伝説の本 池上彰さんの本 ドラえもん

科学ワールド 飛び出す絵本 超ビジュアル！ 歴史人物伝シリーズ 科学漫画サバイバ

ルシリーズ 

 

小学校高学年 

書 名 著 者 名 

お探し物は図書室まで  青山 美智子 

「悩み部」の栄光と、その慢心。 麻希 一樹 

バッテリー あさの あつこ 

時間割男子シリーズ 一ノ瀬 三葉 

精霊の守り人 上橋 菜穂子 

５４字の物語 氏田 雄介 

給食アンサブル １・２ 如月 かずさ 

ぼくらシリーズ 宗田 理 

人間失格 太宰 治 

かがみの孤城 辻村 深月 

笑い猫の 5分間怪談 那須田 淳 

サキヨミ！ 七海 まち 

探偵チーム Kｚ事件ノート 藤本 ひとみ 

保健室経由かねやま本館 松素 めぐり 
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夢をかなえるゾウ シリーズ 水野 敬也 

クラスメイツ(前期・後期) 森 絵都 

窓ぎわのトットちゃん 黒柳 徹子 

ハリー・ポッターシリーズ Ｊ．Ｋ．ローリング 

シャーロック・ホームズ コナン・ドイル 

はてしない物語 ミヒャエル・エンデ 

ざんねんないきもの事典 今泉 忠明 

【その他】 

歴史の本 ヘレン・ケラーの伝記 サッカーの本 

 

中学生 

書 名 著 者 名 

文豪ストレイドッグスシリーズ  朝霧 カフカ 

六人の嘘つきな大学生 浅倉 秋成 

Another 綾辻 行人 

旅猫リポート 有川 浩 

リバース 石田 衣良 

世界から猫が消えたなら 川村 元気 

あの夏が飽和する。 カンザキ イオリ 

本好きの下剋上  香月 美夜 

君の膵臓をたべたい 住野 よる 

あと少し、もう少し   瀬尾 まいこ 

天久鷹央の推理カルテシリーズ 知念 実希人 

冷たい校舎の時は止まる  辻村 深月 

博物館の少女 富安 陽子 

流浪の月 凪良 ゆう 

薬屋のひとりごとシリーズ  日向 夏 

火狩りの王 日向 理恵子 

容疑者 Xの献身 東野 圭吾 

亡国のイージス 福井 晴敏 

成瀬は天下を取りにいく 宮島 未奈 
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ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー ブレイディ みかこ 

タイムマシン Ｈ．Ｇ．ウェルズ 

アルジャーノンに花束を ダニエル・キイス 

そして誰もいなくなった アガサ・クリスティー 

ガフールの勇者たちシリーズ キャスリン・ラスキー 

こども六法 山崎 聡一郎 

シートン動物記 アーネスト・Ｔ．シートン 

 

特別支援学級小学生 

書 名 著 者 名 

マジックツリーハウス メアリー・ポープ・オズボーン 

アンパンマンシリーズ やなせ たかし 

小説名探偵コナンシリーズ 青山 剛昌 

戦国姫シリーズ 藤咲 あゆな 

【その他】 

生き物の本 歴史の本 プレゼントスイーツの本  

 

特別支援学級中学生 

書 名 著 者 名 

５分後に意外な結末シリーズ 桃戸 ハル 

この素晴らしい世界に祝福をシリーズ 暁 なつめ 

ぐりとぐら 山脇 百合子 

りんごかもしれない ヨシタケ シンスケ 

羽田空港 たんけん絵本 濱 美由紀 

千と千尋の神隠し（アニメ絵本） 宮崎 駿 

天空の城ラピュタ（アニメ絵本） 宮崎 駿 

ジュニア空想科学読本シリーズ 柳田 理科雄 

野球帽大図鑑 綱島 理友 

ウルトラマン大図鑑 円谷プロダクション 

【その他】 

料理の本 図鑑 世界の歴史の本 鉄道の本・路線図 伝記 旅行ガイドブック くらべ

る図鑑シリーズ プロ野球選手名鑑 
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用  語 
初出の

ページ 
解  説 

朝読書 ４ 学校において毎朝始業前 10分程度の時間を利用して、全校の児

童生徒と教師が一斉に自分の好きな本を読むという読書推進活

動。（図書館情報学用語辞典より） 

アニマシオン 15 ラテン語でアニマ（anima）＝魂・生命。アニマシオン（animasion）

は、魂・生命に息を吹き込み生き生きと躍動させること。読み聞

かせ、ブックトークなどの、これまでの読書活動より、積極的に

物語の世界に入り込んで自由に活動する手法の一つ。主人公と一

緒になって冒険を楽しんだり、物語についてのゲームやクイズを

作るなどの活動をとおして物語の世界にいき、楽しもうとする手

法。 

ＬＬブック（エル

エルブック） 

５ 

 

「ＬＬ」とは、スウェーデン語の「LättLäst」（英語では easy to 

read）の略。「ＬＬブック」とは、誰もが読書を楽しめるように工

夫してつくられた、「やさしく読みやすい本」のことを指す。 

日本語が得意ではない人や、知的障がいのある人をはじめとした、

一般的な情報提供では理解が難しいさまざまな人にとっても読み

やすいように作られている。 

おはなしグループ ３ 拠点を置いて貸出をしたりはしないが、図書館や地域の学校、児

童館、家庭で、定期的に絵本の読み聞かせや、紙芝居、素話、わ

らべうた等を行っているグループを総称して、市立図書館では

「おはなしグループ」と呼んでいる。 

おはなしの出前 ７ おはなしグループ、市民ボランティアが学校などに出向いて、絵本 

などの読み聞かせのほか、おはなし（素話）、手遊びなどを行う。 

（図書館の出前事業と区分けをするために市立図書館で定義した 

もの） 

親子ひろば 14 市内の小中学校区にいろいろな施設を活用して、プレママ・プレパ 

パや乳幼児（おもに０歳～３歳）の親子が一緒に安心して過ごすこ 

とのできる場所です。（国分寺市のＨＰより） 

国分寺市図書館運

営協議会 

２ 
市立図書館の運営に関し、広く市民の意見を反映させるための教

育委員会の諮問機関。 

地域・家庭文庫 ３ 住民が自宅等を開放し、自主的に活動する、子どもたちの読書活動

の場。 

９．用語解説                        ※五十音順 
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用  語 
初出の

ページ 
解  説 

ＤＡＩＳＹ 

（デイジー） 

５ Digital Accessible Information Systemの略。 

視覚障害者や活字の印刷物を読むことが困難な人々のためのデジ 

タル録音図書の国際標準規格。ＣＤに音声を吹き込み、検索機能 

をつけたデジタル録音システム。 

出前 16 市立図書館職員または、地域文庫やおはなしグループの市民が図

書館職員とともに学校に出向き、絵本などの読み聞かせのほか、

ブックトーク（テーマに沿って複数の本の紹介を行う）、市立図

書館の利用案内などを行う。 

読書バリアフリー

法 

１ 正式名称は「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」 

であり、障害の有無に関わらず、すべての人が読書による文字・活 

字文化の恩恵を受けられるようにするための法律です。さまざま 

な障害のある方が、利用しやすい形式で本の内容にアクセスでき 

るようにすることを目指しています。 

としょかん福袋 ３ 国分寺市教育委員会で定めた、「教育７ＤＡＹＳ」の中で、国分寺 

市立図書館が 11月上旬の一週間を「家庭読書の日」とし、それに 

ちなんで図書館職員等が対象年齢を決めた図書を中身が分からな 

いように袋に入れて貸出す事業。 

１人１台端末 ９ 文部科学省の GIGA スクール構想によるもので、Global and 

Innovation Gateway for All の略。学校の ICT環境を整備し、児

童・生徒に１人１台ＰＣ端末を貸与する、その端末のこと。 

ビブリオバトル ４ 本を紹介するコミュニケーションゲーム。発表参加者がおすすめ

本を順番に発表した後、参加者全員でその発表に関するディスカ

ッションを行う。全ての発表が終了した後に、参加者全員の投票で

『チャンプ本』を決定する。 

ブックトーク 

 

16  子どもや成人の集団を対象にして、何冊かの本の内容を紹介する

こと。学校のクラスや読書会などの集団に対して行われる、正式な

形のブックトークでは、特定のテーマに沿って、５～７冊程度の本

を順序良く組合わせ、あらすじや著者紹介などを交えて、本への興

味を起こさせる工夫をすることが大切である。（以上は図書館用語

集より）季節や行事、学習課題などの一つのテーマに沿って複数の

本の紹介をすること。本を読みたいという気持ちを引き起こし、作

者や関連分野に興味を持つことができる。 
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用  語 
初出の

ページ 
解  説 

不読率 ２ １か月で１冊も本を読まなかった児童・生徒の割合。全国学校図

書館協議会が実施した「学校読書調査」が毎年（コロナ禍の 2020

年を除き）実施され、結果が公表されています。 

補助器具 13 視覚障害者や発達障害で読みに困難が生じる状態の方が文字を読 

みやすくする器具（リーディングトラッカー等）。 

ポップ ４ 当該図書を勧める文章やイラストを使用したカード。 

マルチメディアＤ

ＡＩＳＹ（デイジ

ー） 

６ 

 

視覚障害や学習障害など、様々な原因で、印刷物を読むことが困難 

な人のための電子書籍規格の一つ。音声とともに文字や画像が表 

示され、読み上げているフレーズの色が変わり、どこを読んでいる 

かが一目でわかるデジタル図書。 

ＹＡ（ヤングアダ

ルト） 

４ 児童と成人の中間に位置づけられる、概ね 12 歳から 18 歳までを

いう。 

読み聞かせ講習会 ２ 学校等で、朝の読書などで子どもたちに向けて読み聞かせを行う 

保護者を対象に、本の選び方や読み方を学ぶために国分寺の図書 

館が主催する連続講座。平成 27年度から、事前申し込みによる託 

児を行っている。 

リーディング 

トラッカー 

13 読みたい行に集中して読めるように、両隣の行の文字を隠して読 

み進める読書補助具。読むことが苦手な子ども、集中しづらい子ど 

もが本を読むときに使用することにより、現在読んでいる場所が 

わかる。 

りんごの棚 ５ 1993 年にスウェーデンの図書館で開かれ、最初は「りんごの図書

館」でしたが、設置しやすいように「りんごの棚」に変更されまし

た。「りんごの棚」には、紙に印刷された資料だけでなく、特別な

ニーズのある子どもを対象としたさまざまな利用しやすい形式の

資料や読書を支援するための道具があります。様々な利用しやす

い形式の資料を一つの場所に集めることで、子どもが自分に適し

た資料に出会える手助けをします。 
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【子どもの読書を支える環境のイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第四次国分寺市子ども読書活動推進計画（案） 
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国分寺市教育委員会 

 

 

概要版 ５ 子どもの読書を支える環境 

 

   子どもたちは、家庭や地域・家庭文庫、保育園・幼稚園、学童保育所や児童館、親子ひろば等で、いろ
いろな人たちを通してたくさんのおはなしや絵本に出会います。 

図書館は、関係課と連携を図りながら、地域・学校等・図書館・行政・子育て関連施設が一体となって育
む子どもたちの成長に沿った読書活動を推進していきます。 

図書館 

市立図書館 

都立図書館 

近隣市図書館 

学校等 

小学校 中学校 

高校  保育園  

 幼稚園 

行政 

学校指導課 

子育て相談室等 
 

子ども 

（読書） 

地域 

家庭・地域文庫 

おはなしグループ 

公民館・自治会・書店 

子育て 

関連施設 

学童保育所 

児童館 

親子ひろば等 

第四次国分寺市子ども読書活動推進計画 概要版 

国分寺市教育委員会 



 

 

計画目標 主な取組 

【目標１】  

読書習慣の定着 

（乳幼児～小学校低学年） 

 

  保護者・子どもに関わる大人たちに読
書活動の大切さを伝え、働きかけ、子ど
もたちの読書習慣の定着を目指します。 

・子育て関連施設へのおはなしの出前事業の実施 

・保育園・幼稚園への団体貸出しの拡充 

・読み聞かせ、本の選び方講座の開催 

・低学年の児童にも利用しやすい図書館環境の整備 

・母子手帳交付時における絵本リスト等の配布 

・ぶんじ子育てナビを活用した図書館情報の提供 

【目標２】  

いつも身近に本がある環境 

 

 家庭や学校・地域の様々な場所で、子
どもたちがいつでも読みたい本を手に取
ることができるように環境の整備を進め
ます。 

・読み聞かせ、本の選び方講座の開催 

・「子ども読書手帳」の配布 

・学級文庫の拡充及び利用しやすい運用の見直し 

・学校での図書館利用ガイダンスの実施 

・団体貸出し未利用団体への周知及び団体貸出の拡大 

【目標３】  

主体的な読書活動 

（小学校中学年～高校生） 
  

子どもたちが自発的に楽しみながら読書
活動に関わることができる活動の場を提
供していきます。 

・図書委員会と図書館との連携事業の実施 

・中高校生のボランティア活動の実施 

・中高生等の作成したおすすめ本のポスター・ポップの図書館内展示 

・図書資料を使った学習成果等の図書館内展示 

・図書館及び学校との連携によるビブリオバトルの実施  

 

【目標４】  

情報・知識を活用した学習 

 

 読書によって身につけた、情報を活用す
る力を活かして、子どもたちの主体的な
学習が行われる姿を目指します。 

  

・調べ学習資料の使い方ガイダンスの開催 

・図書館ホームページの調べ学習関連サイトの充実 

・１人１台端末を活用した電子図書館の利用 

・電子図書館ホームページの子ども向けおすすめ 

ページの作成・広報及び蔵書の充実 

【目標５】  

配慮を必要とする子どもたちが 

楽しめる読書環境 

 

 読書や図書館利用に配慮を必要とする
子どもたちに対しても、読書を楽しめるよ
うに環境を整えるとともに、多様性に配
慮した読書活動の支援に取り組みます。 

・特別支援学級児童・生徒への図書館利用ガイダンス等の実施 

・読書補助ツールの設置及び利用促進 

・ＤＡＩＳＹ等資料の利用促進 

・「りんごの棚」の拡充・利用促進 

・障害者資料体験会の実施 

・特別支援学級用学級文庫の充実 

・多様な子どもたちへの電子図書館の利用や団体貸出の促進 

 

【目標６】  

必要な人に届く情報の発信 

 

子どもたち、保護者、子どもに関わる大
人への個々の必要に応じた情報が行き
届いている状況を目指します。 
 

・効果的な発信場所における図書館情報の配架 

・子育て関連・民間子育て関連施設サイト等との連携や子どもの本 

サイトの充実 

・児童・生徒向けの図書館ホームページの充実 

・１人１台端末を活用した情報提供 

                           ４ 計画の基本構想 

〇目指す姿 

本と出会い 自ら学び 人とつながり 未来を拓
ひ ら

く 国分寺の子どもたち 

 

〇計画の特徴 

これまでの対象者別の取組を踏まえた上で、特に読書活動推進に最も重要な「読書習慣の

定着(乳幼児～小学校低学年)」と、そのための「いつも身近に本がある環境」、さらに子ど

もたちの自主性に着目した「主体的な読書活動(小学校中学年～高校生)」に重点を置き、重

点的に取り組む施策に焦点を絞った内容とし実効性のある計画としました。 

 

 

 
 

2 計画の位置づけ 

子どもの読書活動の推進に関する法律第９条第２項に基づき、国で策定した「子ども読書活動の推進

に関する基本的な計画（第五次）」及び東京都で策定した「第四次東京都子供読書活動推進計画」を踏

まえて策定しました。 

【国の計画の基本的方針】        【東京都の計画の目指すもの】 

 

 

 

3 計画の期間・対象 

【期間】令和７年度から令和 11年度までの５年間 

【対象】子ども(おおむね 18歳以下の者)及び子どもの読書活動に関わる関係者 

1 計画の背景 

〇デジタル化社会の拡大 

  新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、国分寺市電子図書館を開始 

〇読書バリアフリー法の制定 

  読書や図書館利用に配慮を必要とする子どもたちのための環境の整備 

〇子育てに関連する活動のすそ野の広がり 

親子ひろばや公園等の地域の拠点の整備 

・不読率の低減 

・多様な子どもたちの読書機会の確保 

・デジタル社会に対応した読書環境の整備 

・子どもの視点に立った読書活動の推進 

・乳幼児期からの読書習慣の形成 

・学習の基盤となる資質・能力の育成のための読書活動の推進 

・特別な配慮を必要とする子供の読書環境整備の推進 

・読書の質の向上 



 

 

 

令和６年度国分寺市教育委員会児童生徒表彰式について 

 

 令和７年３月４日（火）午後４時15分より国分寺市教育委員会児童生徒表彰式をひかりプラザ203・

204号室にて開催いたしました。概要を以下のとおり御報告いたします。 

 

１ 表彰式の出席者 

 ・被表彰者 11人１団体 

 ・学校管理職 11人（小中学校校長会会長、副会長、被表彰者在籍校長及び副校長） 

 ・教育委員会 ４人（教育長、教育長職務代理者及び教育委員） 

 ・教育委員会管理職及び指導主事 ６人 

 

２ 表彰式の概要 

 ・式辞（教育長） 

 ・表彰状及び記念品贈呈 

 ・挨拶（教育長職務代理者及び小中学校校長会会長） 

 ・謝辞（小学生授賞者代表及び中学生授賞者代表） 

 ・記念撮影 

 

３ 被表彰者 

被表彰者一覧（敬称略） 
 

氏名 学校名・学年 主な該当内容 

吉原 かな 第一小学校２年 

日本赤十字社災害義援金チャリティー2024 国際親善空手道選手権大会 

 型競技 型７歳男女混合 優勝 

日本赤十字社災害義援金チャリティー2024 全日本型競技空手道選手権大会 

 型７歳男女混合 第３位 

梶原 安稀 第三小学校３年 

日本赤十字社災害義援金チャリティー2024 国際親善空手道選手権大会 

 型競技 型８歳男女混合 優勝 

日本赤十字社災害義援金チャリティー2024 全日本型競技空手道選手権大会 

 型８歳男女混合 優勝 

大竹 光里 第四小学校３年 

知の祭典 算数オリンピック 2024 第 16 回 キッズＢＥＥ ファイナル決

勝大会 出場 

東京都教育委員会児童・生徒等表彰 受賞 

唐澤 凛 第四小学校６年 

第 48 回東日本トランポリン競技選手権大会 

 シンクロナイズド競技 Bクラス女子 第３位 

第 10 回全日本トランポリンジュニア選手権大会 

 シンクロナイズド競技 小学生高学年女子 第２位 

東京都教育委員会児童・生徒等表彰 受賞 

No.１ 資 

料 



 

 

 

山口 綺水 第五小学校５年 

第 25 回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA  

 全国大会 小学３・４年生部門 銅賞 

第 25 回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA  

 アジア大会 小学３・４年生部門 出場 

福田 燦尤 第九小学校６年 
日清食品カップ 東京都小学生陸上競技交流大会 

 男子６年 100m 第２位 

菊池 柚奈 第十小学校５年 
第６回松涛連盟国際空手道選手権大会 

 古典型 ８～12 歳 男女混合の部 優勝 

小澤 魁星 第一中学校１年 
第 28 回オープントーナメント全関東空手道選手権大会 

 組手 中学１年生男子 選抜上級 軽重量級 準優勝 

佐藤 励磨 第一中学校２年 

第 46 回全国 JOC ジュニアオリンピック春季水泳競技大会 

 男子 50m 自由形など 出場 

第 63 回東京都中学校総合体育大会 

 男子４×100ｍフリーリレー 第１位 

第 64 回全国中学校水泳競技大会 

 男子４×100ｍフリーリレー 決勝進出 

第 47 回全国 JOC ジュニアオリンピック夏季水泳競技大会 

 男子 13 歳～14 歳 ４×100ｍフリーリレー 第５位 

第 72 回東京都中学校学年別水泳競技大会 

 ２年男子 50ｍ自由形 第３位 

畑中 紀莉 第三中学校２年 

第 64 回全国中学校水泳競技大会 

 女子４×100ｍフリーリレー 出場 

第 47 回全国 JOC ジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会 

 女子 50ｍ自由形 出場 

山川 夏凜 第五中学校２年 第 34 回日本クラシック音楽コンクール 全国大会 出場 

国分寺ベース

ボールクラブ 
  第 56 回東京都少年軟式野球大会 第３位 

 



寄附の受領について 

 

 このことについて、下記のとおり寄附の申出（２件）がありましたので報告い

たします。 

 

記 

 

１  受付年月日  令和７年２月 21日 

    

寄附申請者  佐藤 未果 

 

寄附先    国分寺市立第三小学校 

 

寄附物件   筝 １面 

 

   評価額    18,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.２ 
資 

料 



２  受付年月日  令和７年２月 13日 

 

   寄附申請者  杉田 直木  

 

寄附先    国分寺市立第十小学校 

 

寄附物件   下條村産 コシヒカリ 30㎏ 

       

評価額    16,000円 

 

  

 

 



令和７年度小・中学校の教育課程について 
 
１ 令和７年度の重点事項（全校共通） 

地域を知り、地域を大切にする思いを育み、世界を見つめ、未来を拓いていく児童・  
生徒の育成を目指した教育の構築のために、以下の２点を重点事項とした。 
 

 （１）授業改善  
    誰一人取り残さず、すべての児童・生徒に確かな学力、体力を育むための授業改 

善の推進  
（２）コミュニティ・スクールと国分寺学、その他特色ある教育活動 

学校と地域が一体となって子どもの成長を支える取組と地域に根差した探究的な 
学習の推進 

 
２ 特色ある教育活動 

学校名 授業改善 
コミュニティ・スクールと国分寺学 

その他特色ある教育活動 

第一小学校 
GIGA 端末の効果的な活用による、情報
収集・整理・分析力及び表現力の育成 

様々な場面における「発信」の場の提供
と子ども主体の授業計画の工夫 

第二小学校 
校内研究を核とした ICT を通した協働
的な学びの推進 

地域や保護者との連携強化と総合的な学
習の時間、国分寺学、CS の一体的推進 

第三小学校 
高学年教科担任制による質の高い授業
展開と ICT の効果的な活用 

交流や体験的な学びの工夫、人材発掘等
を通した三小国分寺学の推進 

第四小学校 
自由進度学習の実践等を通した個別支
援の充実と主体的に学ぶ児童の育成 

小中合同の CS 協議会のよさを生かした
国分寺学の取組の工夫や推進 

第五小学校 
OJT、OFF-JT を通した教員自ら学び続
ける授業改善のシステムの構築 

地域の人材や教材を活用した教育活動の
推進と国分寺学の取組の充実 

第六小学校 
GIGA 端末等の ICT 機器の活用と学習
環境の整備と言語・読書活動の充実 

農家との連携による「こくベジ」を軸と
した国分寺学の推進 

第七小学校 
高学年教科担任制を通して専門性の高
い教科指導と中学校への円滑な接続 

地域人材や企業との連携、多様な体験活
動の場や機会を通じた国分寺学の推進 

第八小学校 
児童が主体的に GIGA 端末を活用でき
るような授業構成の工夫 

持続可能なCS、国分寺学の推進に向けた
取組の継承、地域人材の引継ぎ 

第九小学校 
教師の指導観を変え、個別最適な学びと
協働的な学びが表われる授業改善 

CS 協議会の取組継続と教員と地域の
方々が対話する機会の設定 

第十小学校 
特性、到達度等に応じた学習進度を設
定する「指導の個別化」の段階的な推進 

小中合同 CS 協議会を活用した９年間の
連続性と共通理解を踏まえた指導の推進  

第一中学校 
学習課題の提供・設定の工夫と「指導の
個別化」、「個別最適な学び」の実現 

CS 協議会や地域人材と連携した防災学
習やボランティア学習の機会の充実 

第二中学校 
校内研究の成果であるジグソー法を取
り入れた「協働的な学び」の実現 

小学校との教育課程の連続性を意識した
国分寺学の取組の充実 

第三中学校 
GIGA 端末の効果的な活用と道徳の授
業を中心とした授業改善の推進 

国分寺学の推進に向けた CS 協議会や地
域の方々との連携 

第四中学校 
基礎・基本の定着を図るためのユニバ
ーサルデザイン授業の拡充 

「地域貢献」に重点をおいたプロジェク
ト型の探究学習の改善、推進 

第五中学校 
校内研究を通して習得したファシリテ
ーション力をいかした授業展開 

CS連携校や消防署、消防等と連携した防
災イベントの実施 
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３　令和７年度授業実施予定時数一覧

（１）通常の学級（小学校第６学年、中学校第３学年）

校種 学校名 各教科
特別の教科

道徳

総合的な

学習の時間

特別活動

(学級活動）
総時数 授業日数

875 35 70 35 1015

第一小学校 887 35 80 35 1037 204

第二小学校 893 36 71 37 1037 204

第三小学校 895 36 72 36 1039 204

第四小学校 897 35 70 35 1037 204

第五小学校 898 35 72 36 1041 204

第六小学校 895 35 70 35 1035 204

第七小学校 894 35 70 37 1036 204

第八小学校 896 35 75 36 1042 204

第九小学校 887 35 74 35 1031 204

第十小学校 887 35 72 41 1035 204

第一中学校 894 35 70 35 1034 201

第二中学校 883 35 73 44 1035 202

第三中学校 883 38 72 39 1032 202

第四中学校 893 35 76 35 1039 202

第五中学校 885 35 73 43 1036 203

（２）特別支援学級（小学校第６学年、中学校第３学年）

校種 学校名 各教科
特別の教科

道徳

外国語活

動

総合的な

学習の時間

特別活動

(学級活動）
自立活動

教科等を合

わせた指導
総時数 授業日数

第二小学校 605 37 18 111 37 74 155 1037 204

第四小学校 627 35 10 35 35 290 1032 204

第七小学校 630 35 10 35 35 35 250 1030 204

第二中学校 794 35 74 68 101 1038 202

第三中学校 842 35 49 35 70 1031 202

第四小学校 830 35 60 35 70 1030 204

第二中学校 781 35 70 44 105 1035 202

※　標準総時数は、通常の学級に準ずる。

標準時数

小

学
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中

学

校
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